
割
符
の
し
く
み
と
為
替
・
流
通
・
金
融
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伊

藤

啓

介

【
要
約
】
　
為
替
は
遠
隔
地
問
の
逆
方
向
の
送
金
関
係
の
決
済
を
、
現
金
輸
送
を
伴
わ
ず
に
同
一
地
域
内
の
代
金
決
済
に
振
り
替
え
て
行
う
こ
と
、
と
定
義

さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
為
替
の
　
種
で
あ
る
中
世
の
割
符
を
分
析
す
る
際
に
は
送
金
関
係
の
振
替
の
構
造
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
先
行
研
究
で
は
割
符
と
い
う
文
書
の
動
き
ば
か
り
が
注
鼠
さ
れ
、
振
替
の
構
造
や
し
く
み
は
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
割
符
が
、
商
品

仕
入
原
資
等
の
「
京
都
か
ら
地
方
へ
」
の
送
金
と
、
荘
園
制
に
基
づ
く
「
地
方
か
ら
京
都
へ
」
の
貢
納
に
よ
る
送
金
と
い
う
、
遠
隔
地
間
の
逆
方
向
の
送

金
関
係
を
、
割
符
の
振
出
・
決
済
と
い
う
地
域
内
の
代
金
決
済
に
振
り
替
え
る
と
い
う
し
く
み
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
割
符
の
振
出
地
と

支
払
地
が
同
地
か
そ
れ
と
も
遠
隔
地
か
に
よ
っ
て
、
「
預
か
り
文
言
型
」
・
「
為
替
文
言
型
」
と
い
う
二
種
類
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
、
を
明
ら
か
に
し
た
。

割
符
は
地
方
か
ら
京
都
へ
の
貢
納
送
金
の
手
段
で
あ
る
と
同
時
に
、
遠
隔
地
商
人
に
よ
る
京
都
か
ら
地
方
へ
の
仕
入
原
資
の
送
金
、
あ
る
い
は
地
方
で
の

借
銭
手
段
で
も
あ
っ
た
。
商
人
た
ち
は
当
時
存
在
し
た
都
鄙
間
価
格
差
を
利
用
し
て
利
益
を
あ
げ
る
た
め
に
、
割
符
を
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
割
符
と
は
、
為
替
・
流
通
・
金
融
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
取
引
で
あ
り
、
荘
園
制
貢
納
と
商
品
流
通
と
を
「
送
金
関
係
の
交
換
」
に
よ
っ
て
互
恵
的

に
結
び
つ
け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
九
巻
三
号
二
〇
〇
六
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
中
世
の
遠
隔
地
送
金
手
段
で
あ
る
割
符
や
替
銭
な
ど
の
為
替
取
引
に
つ
い
て
は
、
中
田
華
氏
、
豊
田
武
氏
な
ど
の
論
考
が
先
駆
的
な
業
績
と

　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
百
瀬
今
朝
雄
氏
の
研
究
以
降
、
長
く
論
考
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
一
九
八
○
年
代
に
、
井
原
今
朝
男
氏
に
よ
っ
て
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③

替
銭
が
借
銭
手
段
か
ら
発
展
し
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
経
済
学
の
側
か
ら
は
安
倍
惇
氏
に
よ
り
、
為
替
の
理
論
を
史
料
に
あ
て
は
め
る
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

で
中
世
・
近
世
日
本
の
為
替
が
説
明
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
観
点
が
あ
た
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
一
九
九
〇
年
代
半
ば
、
桜
井
英
治
氏
に
よ
る

『
東
寺
百
合
文
書
』
に
残
る
新
見
荘
関
連
の
割
符
史
料
の
研
究
に
よ
り
、
割
符
研
究
は
大
き
く
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
桜
井
英
治
氏
は
、
割
符
に
菜
亀
か
ら
独
立
し
た
文
書
と
し
て
の
位
置
付
け
を
与
え
、
捌
符
が
預
り
状
、
お
よ
び
替
文
・
替
状
か
ら
特
化
し
て

十
四
世
紀
に
成
立
し
た
こ
と
、
そ
し
て
送
金
手
段
の
み
な
ら
ず
借
銭
手
段
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
割
符

が
定
額
化
し
、
不
特
定
多
数
の
間
で
流
通
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
中
世
的
文
書
主
義
に
も
と
つ
く
割
符
～
般
に
対
す
る
信
認
が
存
在
し
、
割
符

が
紙
幣
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
十
五
世
紀
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
割
符
取
引
が
十
六
世
紀
に
は
影
を
ひ
そ
め
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
指
摘
し
、
そ
の
要
因
を
先
に
挙
げ
た
中
世
的
文
書
主
義
等
の
中
世
的
な
経
済
観
念
が
変
化
し
た
こ
と
に
求
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
そ
の
後
、
宇
佐
見
隆
之
氏
が
、
割
符
の
文
書
と
し
て
の
伝
達
手
順
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
。
そ
し
て
早
島
大
祐
氏
は
、
割
符
の
印
判
の
分

析
か
ら
、
文
書
だ
け
で
な
く
現
銭
の
流
れ
も
検
討
し
、
割
符
が
発
行
当
時
の
遠
隔
地
間
流
通
の
あ
り
方
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
十
六
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
変
化
も
当
時
の
流
通
の
変
化
と
の
関
連
を
無
視
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。

　
桜
井
説
以
降
の
主
な
論
点
と
し
て
は
、
①
割
符
発
行
の
基
本
的
な
し
く
み
、
②
割
符
の
借
銭
手
段
・
送
金
手
段
と
い
う
二
つ
の
用
途
、
③
割

符
の
信
用
と
そ
の
紙
幣
的
性
格
、
そ
し
て
④
十
五
世
紀
に
お
け
る
割
符
の
展
開
と
十
六
世
紀
後
半
の
消
滅
、
以
上
の
四
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
だ

が
す
べ
て
の
議
論
の
基
礎
と
な
る
、
①
割
符
発
行
の
し
く
み
に
つ
い
て
の
検
討
が
不
十
分
な
の
は
問
題
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
為
替
取
引
と
は
、
隔
地
間
の
貸
借
（
債
権
債
務
）
の
決
済
を
、
現
金
輸
送
を
伴
う
こ
と
な
し
に
同
一
地
域
内
の
代
金
決
済
に
振
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

替
え
て
行
う
こ
と
、
と
定
義
で
き
る
。
そ
の
様
子
を
表
し
た
の
が
（
図
A
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
割
符
に
か
ぎ
ら
ず
為
替
取
引
を
論
ず
る
に
は
、

現
金
輸
送
に
よ
ら
な
い
資
金
の
受
け
渡
し
が
、
ど
の
よ
う
な
送
金
関
係
を
ど
の
よ
う
に
振
り
替
え
る
こ
と
で
実
現
さ
れ
て
い
た
の
か
、
が
明
確

に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
先
行
研
究
で
は
、
割
符
の
文
書
と
し
て
の
動
き
に
関
心
が
集
申
し
、
資
金
の
流
れ
・
操
作
に
つ
い

て
の
詳
細
な
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
唯
一
の
例
外
は
早
島
氏
の
論
考
で
あ
る
が
、
割
符
を
輸
送
に
お
け
る
照
合
用
の
符
牒
と
理
解
し
、
資
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⑨

金
の
受
け
渡
し
は
斗
星
の
輪
送
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
割
符
取
引
を
単
な
る
現
金
輸
送
の
代
行
と
と
ら
え
、
そ
の
為
替
取
引

と
し
て
の
性
質
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
お
ら
ず
、
や
は
り
不
十
分
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
は
、
先
行
研
究
で
の
検
討
が
、
寛
正
二
年
（
～
四
六
一
）
～
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
に
か
け
て
新
見
荘
か
ら
東
寺
に

送
ら
れ
た
割
符
の
案
文
と
、
そ
の
関
連
史
料
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
案
文
か
ら
の
類
推
を
基
礎
と
し
て
割
符
の
し
く
み
を

検
討
す
る
、
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
は
、
資
金
の
流
れ
に
つ
い
て
の
検
討
は
ど
う
し
て
も
不
十
分
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
こ
れ

（図A）

大阪
B（買主）

物織

為替による支払

現金輸送
〈

東　京

A（売主）

米

トー払

D（売主）C（買主）

現金輸送

たとえば，東京のAが大阪のBに対し織物を売却した場合，本来で

あれば買主Bが大阪から東京へ現金を運んで売主Aに支払うことに

なる。

一方，大阪のDが東京のCに対し米を売却した場合，同様に，買主

Cが東京から大阪へ現金を運んで売主Dに支払うことになる。

A－B問の取引金額とC－D間の取引金額が同額で，しかも決済期

日が同日であれば，その決済期目に東京でAがCから，大阪でDが

Bから支払いをうける（それぞれ東京大阪岡一地域内で代金決済を

行う）ことにより，双方の取引の代金決済は同時に完了し，かつ現

金輸送のリスクを回避し，経費，手問などを省くことができる。こ

の決済が為替である。

以
外
の
史
料
が
ほ
と
ん
ど
省
み
ら
れ
て
い
な
い
の
も
問
題
で

あ
る
。

　
そ
し
て
捌
符
の
し
く
み
が
見
直
さ
れ
れ
ば
、
当
然
、
②
借

銭
手
段
・
送
金
手
段
と
い
っ
た
割
符
の
用
途
に
つ
い
て
も
再

検
討
が
必
要
に
な
る
。
特
に
、
割
符
の
発
行
を
支
え
た
需
要

と
発
行
か
ら
得
ら
れ
た
利
益
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
細
な
再

検
討
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
第
一
章
で

は
、
先
行
研
究
が
扱
っ
て
い
な
い
、
建
武
年
間
の
新
見
荘
の

割
符
史
料
に
着
目
し
、
特
に
割
符
の
振
出
人
と
支
払
人
と
の

問
で
行
わ
れ
た
、
資
金
の
や
り
と
り
・
操
作
を
中
心
に
、
割

符
の
発
行
の
し
く
み
を
明
ら
か
に
す
る
。
続
い
て
第
二
章
で

は
、
第
一
章
の
検
討
結
果
と
先
行
研
究
の
成
果
を
比
較
し
、

割
符
の
文
言
と
発
行
の
し
く
み
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
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る
。
そ
し
て
第
三
章
で
は
、
割
符
が
な
ん
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
、
を
通
じ
て
、
割
符
取
引
と
中
世
の
流
通
経
済
と
の

関
連
を
論
じ
て
ゆ
き
た
い
。

　
な
お
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
本
稿
で
使
用
す
る
い
く
つ
か
の
用
語
に
つ
い
て
こ
こ
で
定
義
し
て
お
く
。
割
符
の
「
決
済
」
と
い
う
場
合

に
は
、
支
払
人
が
割
符
の
呈
示
を
う
け
て
鼻
溝
を
支
払
う
行
為
を
い
い
、
「
発
行
」
と
い
う
場
合
に
は
、
割
符
の
振
出
・
決
済
と
い
っ
た
、
割

符
を
提
供
す
る
た
め
の
行
為
全
体
の
こ
と
を
さ
す
。
そ
し
て
「
発
行
」
す
る
存
在
で
あ
る
割
符
の
振
出
人
や
支
払
人
の
総
体
を
「
発
行
者
」
と

呼
び
、
割
符
の
「
発
行
の
し
く
み
」
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
振
出
人
か
ら
受
取
人
へ
の
資
金
の
受
け
渡
し
な
ど
、
「
発
行
者
扁
が
割
符
の
振

出
・
決
済
を
す
る
た
め
に
行
う
一
連
の
行
為
と
し
く
み
を
い
う
。
そ
の
ほ
か
、
振
出
人
・
支
払
人
・
取
次
人
と
い
っ
た
用
語
に
つ
い
て
は
先
行

研
究
の
定
義
に
準
じ
る
。

①
主
な
研
究
と
し
て
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
阿
部
懇
「
替
銭
替
米
二
就

　
テ
扁
（
糊
史
学
雑
誌
』
十
三
一
六
・
七
・
八
暑
、
一
九
〇
二
年
）
、
三
浦
周
行
「
為

　
替
手
形
の
起
源
」
（
同
『
法
制
史
研
究
』
岩
波
書
店
、
｝
九
｝
九
年
）
、
平
泉
澄

　
門
為
替
と
社
寺
参
詣
者
」
（
同
『
中
世
に
於
け
る
祉
寺
と
社
会
の
関
係
隔
至
文
堂
、

　
一
九
二
六
年
）
、
中
闘
薫
「
徳
川
時
代
の
為
替
手
形
文
言
に
就
て
」
（
同
『
法
制
史

　
論
集
暁
第
三
巻
上
、
一
九
圏
三
年
）
、
豊
田
武
門
為
替
取
引
の
発
生
」
（
圃
『
中
世

　
日
本
の
商
業
　
豊
田
武
著
作
南
平
二
巻
暁
吉
規
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
、
初
轟
｝

　
九
三
七
年
）
。
ま
た
桜
井
氏
以
降
、
割
符
そ
の
他
の
為
替
取
引
に
言
及
し
た
論
考

　
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
割
符
の
し
く
み
そ
れ
自
体
を
対
象
と
す
る
も
の
以
外
は

　
省
い
た
。

②
百
瀬
今
朝
雄
「
利
息
附
替
銭
に
関
す
る
一
考
察
扁
（
歴
史
学
研
究
』
二
一
一
号
、

　
皿
九
五
七
年
）
。

③
井
原
今
朝
男
「
中
世
東
国
商
業
史
の
一
考
察
」
（
中
世
東
国
史
研
究
会
編
『
中

　
世
東
国
史
の
研
究
撫
東
大
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）
。

④
安
倍
惇
「
わ
が
国
中
世
為
替
制
度
の
発
生
と
展
開
」
（
同
『
為
替
理
論
と
内
国

　
為
替
の
歴
史
隔
柏
轡
房
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
一
九
八
○
年
）
以
下
、
「
安
倍
論

　
文
扁
と
略
。

⑤
本
稿
で
参
照
し
た
桜
井
英
治
に
よ
る
割
符
に
関
す
る
論
考
は
以
下
の
通
り
（
発

　
表
順
）
。

　
a
門
中
世
の
経
済
思
想
一
非
近
代
納
会
に
お
け
る
商
業
と
流
通
…
」
（
岡

　
　
『
串
本
中
世
の
経
済
構
造
幽
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
九
三
年
）
。

　
b
「
割
符
に
関
す
る
考
察
」
（
同
『
日
本
中
世
の
経
済
構
造
隔
、
岩
波
書
店
、
｝
九

　
　
九
山
ハ
年
、
　
初
山
出
一
・
九
議
ん
五
年
）
。

　
c
「
日
本
中
世
に
お
け
る
貨
幣
と
儒
用
に
つ
い
て
」
（
欄
歴
史
学
研
究
隔
七
〇
三
号
、

　
　
一
九
九
七
年
）
。

　
d
「
借
書
の
流
通
」
（
小
野
正
敏
・
五
味
文
彦
・
萩
原
三
雄
編
『
モ
ノ
と
コ
コ
ロ

　
　
の
資
料
学
一
申
世
史
料
論
の
新
段
階
－
撫
高
志
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
。

　
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
、
本
稿
で
引
用
す
る
桜
井
氏
の
論
は
論
文
b
に
よ
る
。

　
以
下
、
「
桜
井
論
文
一
と
略
。

⑥
宇
佐
見
隆
之
「
割
符
考
i
東
寺
領
新
見
荘
の
事
例
か
ら
一
」
（
同
『
日
本
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中
世
の
流
通
と
商
業
睡
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
。
以
下
、
「
宇
佐
見
論
文
」

　
と
略
。

⑦
早
島
大
祐
門
割
符
の
構
造
と
隔
地
闘
流
通
」
（
同
博
士
論
文
「
戦
国
期
畿
内
経

　
済
の
構
造
と
特
質
扁
第
五
章
、
二
〇
〇
二
年
）
。
以
下
、
「
早
島
論
文
」
と
略
。

⑧
東
京
三
菱
銀
行
法
入
部
『
貿
易
・
為
替
入
門
睡

　
年
）
＝
頁
。

⑨
早
島
論
文
一
五
五
頁
。

（
東
京
三
菱
銀
行
、
一
九
九
八
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第
一
章
　
割
符
発
行
の
し
く
み

　
割
符
発
行
の
し
く
み
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
本
章
で
は
建
武
元
年
（
＝
二
一
二
四
）
に
比
定
さ
れ
る
、
新
見
荘
か
ら
東
寺
に
あ
て
て
送
進
さ

れ
た
割
符
取
引
に
注
目
す
る
。
こ
の
年
新
見
荘
は
、
東
寺
に
あ
て
て
三
月
・
五
月
・
七
月
の
三
回
、
「
月
米
銭
」
を
割
符
に
よ
っ
て
先
納
し
た

殉
こ
の
う
ち
五
月
分
と
し
て
送
出
し
た
割
符
が
「
相
違
」
・
つ
ま
り
決
済
さ
れ
な
か
っ
た
・
そ
の
理
由
と
対
策
と
に
つ
い
て
・
新
見
荘
地
頭

方
の
預
所
明
了
が
東
寺
あ
て
に
説
明
し
て
い
る
の
が
（
史
料
！
）
で
あ
る
。
割
符
発
行
の
し
く
み
が
当
時
の
言
葉
で
説
明
さ
れ
て
い
る
貴
重
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

史
料
な
の
だ
が
、
先
行
概
究
で
は
必
ず
し
も
そ
の
意
味
で
検
討
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
よ
っ
て
冗
長
を
恐
れ
ず
、
該
当
部
分
を
抜
き
出

し
て
引
用
す
る
。

　
（
史
料
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
叛
〉

　
　
　
～
、
五
月
分
月
宛
さ
い
ふ
の
事
、
折
節
、
国
謀
叛
衆
動
乱
之
最
中
候
之
間
、
若
路
次
も
ふ
さ
か
り
篇
目
ん
事
、
難
治
二
君
候
て
、
随
分
心
は
か
り
ハ
細
計

　
　
　
仕
候
処
二
、
さ
い
ふ
相
違
候
て
、
む
な
し
く
下
候
て
、
御
寺
家
事
閾
候
之
間
、
衆
中
御
所
存
も
令
二
察
存
伺
候
て
、
返
々
な
け
き
入
候
、
大
方
者
始
た
る

　
　
　
さ
い
ふ
な
ん
と
に
て
候
ハ
ん
ニ
ハ
、
不
審
も
き
ふ
く
た
つ
ね
申
候
へ
き
に
て
候
へ
と
も
、
先
々
定
二
耳
付
て
候
さ
い
ふ
に
て
候
ほ
と
に
、
尋
得
候
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
幸
と
存
候
て
、
進
上
候
処
二
、
相
違
し
候
て
、
尚
々
失
二
面
目
偏
仰
天
無
レ
極
候
、
彼
等
饗
物
を
京
都
へ
の
ほ
せ
候
て
、
饗
と
き
て
候
時
点
、
早
々
進
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
（
船
力
）

　
　
　
仕
候
け
に
候
、
又
御
斎
付
候
時
ハ
、
ち
・
仕
候
け
に
候
、
就
中
、
於
二
今
度
細
螺
候
一
揖
、

国
本
を
遅
い
て
・
候
よ
し
陳
藩
候
之
間
、
無
力
次
第
に
て
候
、
大
方
路
次
之
煩
を
含
量
、

大
師
も
御
笠
候
へ
、
不
レ
存
二
疎
略
【
之
儀
候
処
二
、
か
や
う
細
説
二
面
目
一
候
之
間
、
津
々
な
け
き
入
候
、

漆
を
ロ
ニ
つ
ミ
て
候
け
る
か
、
当
国
の
動
乱
二
よ
り
て
、

下
人
な
ん
と
を
進
候
之
問
、
ゆ
め
く
心
申
二
お
き
候
て
ハ
、

　
　
　
　
　
此
仁
等
、
如
レ
此
候
ヘ
ハ
、
臨
写
を
も
相
尋
候
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へ
き
よ
し
存
候
之
処
二
、
一
一
〇
路
よ
り
中
ニ
ハ
、
此
仁
等
一
両
華
よ
り
外
歌
学
レ
候
候
ほ
と
に
、
ゆ
・
し
き
大
事
二
存
候
、
彼
等
も
強
二
好
謀
の
儀
を
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
事
ハ
候
は
す
候
け
に
候
、
自
然
に
饗
物
等
ち
・
に
よ
り
て
怪
事
に
て
候
け
に
候
、
此
段
、
ま
・
向
後
も
出
来
候
ぬ
と
存
候
、
宜
候
や
う
二
御
衆
儀
候
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
今
度
御
返
状
二
委
細
之
旨
被
二
仰
下
【
候
者
、
恐
悦
存
慮
、
尚
々
御
感
候
ハ
・
畏
小
藩
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
こ
の
書
状
の
日
付
は
年
欠
で
「
六
月
廿
五
日
」
と
あ
る
。
年
代
に
つ
い
て
、
網
野
善
彦
氏
は
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
に
比
定
し
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

本
書
状
を
書
い
た
早
追
が
、
新
見
荘
預
所
と
し
て
活
動
し
て
い
た
史
料
は
建
武
年
間
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
も
網
野
説
に
し
た
が
う
。

　
さ
て
、
（
史
料
1
）
で
注
目
す
べ
き
は
傍
線
部
①
で
あ
る
。
新
見
荘
預
所
の
溜
息
が
、
送
離
し
た
割
符
が
相
違
し
た
理
由
を
東
寺
に
説
明
す

る
た
め
に
、
そ
の
決
済
の
し
く
み
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
だ
が
特
殊
な
単
語
が
多
く
、
た
だ
ち
に
は
文
意
を
理
解
し
難
い
。

難
解
な
部
分
は
と
り
あ
え
ず
原
文
の
ま
ま
、
大
意
を
と
っ
て
み
る
。

　
罵
彼
等
』
は
、
『
饗
物
』
を
京
都
へ
上
ら
せ
ま
し
て
、
『
纂
と
き
て
候
』
時
は
早
々
に
進
上
申
上
げ
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
又
『
御
饗
付

候
』
時
は
、
遅
延
い
た
し
ま
す
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
今
度
『
細
附
（
心
付
）
』
に
な
り
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
漆
を
（
船
）

に
積
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
（
そ
の
船
が
）
当
国
の
動
乱
に
よ
っ
て
国
許
を
遅
く
出
立
し
た
、
と
（
『
彼
等
』
が
）
陳
弁
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
（
私

と
し
て
は
）
ど
う
に
も
な
ら
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
は
、
京
都
ま
で
の
道
中
で
何
か
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
」

　
こ
れ
を
も
と
に
、
以
下
、
個
別
の
単
語
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

　
ま
ず
「
彼
等
」
と
は
な
に
も
の
で
、
い
っ
た
い
な
に
を
、
だ
れ
に
進
上
す
る
の
か
、
を
考
え
る
。
こ
の
部
分
で
平
群
は
、
東
寺
に
送
進
し
た

割
符
が
「
相
違
」
し
た
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
な
ら
ば
「
彼
等
」
は
割
符
の
発
行
者
、
進
上
す
る
の
は
割
符
と
引
換
に
支
払
わ
れ
る
銭
貨
、

そ
の
相
手
は
送
金
の
受
取
人
、
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
割
符
発
行
者
が
「
纂
物
」
を
京
都
に
運
び
、
「
饗
と
き
て
候
」
時

に
は
割
符
が
決
済
さ
れ
、
「
野
饗
玉
傷
」
時
は
決
済
が
遅
れ
る
、
あ
る
い
は
決
済
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
次
は
「
纂
物
」
の
解
釈
で
あ
る
。
明
了
は
傍
線
部
①
の
後
段
で
「
御
胃
癌
候
」
の
理
由
を
、
漆
を
積
ん
だ
船
の
出
発
が
遅
れ
た
た
め
と
説
明

し
、
さ
ら
に
傍
線
部
②
で
「
自
然
に
劇
物
等
ち
・
に
よ
り
て
何
事
に
て
暴
け
に
候
」
つ
ま
り
、
「
饗
物
等
」
の
到
着
が
遅
れ
た
た
め
に
、
違
い
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割
符
に
な
っ
た
と
も
書
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
鑑
み
る
と
、
こ
の
「
饗
物
」
は
船
荷
で
あ
る
漆
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
管
見
の

限
り
で
は
、
船
荷
、
あ
る
い
は
漆
を
「
濯
物
」
と
称
す
る
例
は
他
に
存
在
し
な
い
。
な
ぜ
船
荷
の
漆
が
「
濡
物
」
と
呼
ば
れ
る
の
か
、
本
史
料

の
文
脈
と
字
義
を
も
と
に
解
釈
を
試
み
た
い
。

　
荷
物
の
運
送
と
割
符
の
決
済
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
宇
佐
見
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
宇
佐
見
氏
は
、
新
見
荘
あ
て
に
「
荷
が
未
着
だ
と
い
う
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

由
で
捌
符
の
決
済
を
断
ら
れ
た
」
と
東
寺
が
伝
え
る
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
の
史
料
を
挙
げ
て
、
「
振
出
人
は
、
何
か
月
か
（
何
年
か
も
し
れ
な

い
が
）
後
に
荷
を
渡
す
こ
と
と
引
換
に
、
京
の
割
符
屋
を
支
払
人
と
す
る
割
符
を
発
行
し
て
い
た
』
と
推
定
し
、
「
こ
の
支
払
人
も
振
出
人
か

ら
の
荷
さ
え
届
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
振
出
人
か
ら
の
契
約
が
遂
行
さ
れ
て
い
る
か
否
か
で
、
支
払
あ
る
い
は
、
違
割
符
の
判
断
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

す
れ
ば
良
い
」
と
し
て
い
る
。

　
だ
が
、
（
史
料
1
）
を
み
る
と
、
単
純
に
船
荷
で
あ
る
「
饗
物
」
が
届
け
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う

に
、
京
都
に
送
ら
れ
た
「
纂
漏
泄
の
到
着
が
遅
れ
た
こ
と
が
違
い
捌
符
の
理
由
に
な
っ
た
、
と
明
了
は
繰
り
返
し
書
い
て
お
り
、
荷
物
の
到
着

の
有
無
と
い
う
よ
り
、
到
藩
が
遅
れ
た
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
と
す
る
と
荷
物
が
到
着
し
な
い
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
遅
れ

た
だ
け
で
も
違
い
割
符
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
割
符
が
決
済
さ
れ
る
た
め
に
は
、
単
純
に
到
着
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
荷

物
が
遅
れ
ず
に
到
着
す
る
こ
と
が
条
件
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
荷
物
が
き
ち
ん
と
到
着
す
れ
ば
決
済
さ
れ
、
遅
れ
れ
ば
決
済
さ
れ
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
割
符
の
決
済
を
左
右
す
る
要
因
は
、
到
着
し
て
か
ら
の
時
間
の
有
無
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
荷
が
到
着
し
て
か
ら
、
「
御
饗

付
候
」
か
ら
「
饗
と
き
て
候
」
に
な
る
だ
け
の
時
間
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
割
符
の
決
済
と
は
す
な
わ
ち
、
割
符
の
代
銭
十
貫
文
を
支
払
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
荷
物
が
着
か
な
い
、
あ
る
い
は
着
い
て
も

時
間
が
足
り
な
い
と
、
銭
貨
の
支
払
い
が
で
き
ず
、
荷
物
が
到
着
し
て
か
ら
十
分
な
時
間
が
あ
れ
ば
、
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
と
す
る
と
支
払
人
は
、
十
貫
文
を
こ
の
荷
物
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
準
備
す
る
、
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
船
荷
の

漆
は
商
品
と
し
て
運
ば
れ
、
そ
れ
を
販
売
し
た
代
価
で
割
符
が
決
済
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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文
脈
か
ら
は
こ
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
が
、
字
義
か
ら
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
繰
り
返
す
が
、
管
見
の
限
り
商
品
を
「
心
労
」
と
し
て
い
る
例

は
他
に
見
当
た
ら
な
い
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
「
饗
」
と
は
「
神
仏
に
礼
ま
い
り
す
る
。
そ
の
た
め
に
さ
さ
げ
る
金
品
」
と
あ
り
、

「
通
物
」
は
、
用
例
は
近
代
の
も
の
な
が
ら
「
神
仏
に
祈
祷
す
る
時
に
供
え
る
も
の
」
と
あ
る
。
新
見
荘
が
東
寺
に
漆
を
貢
納
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
漆
が
東
寺
へ
の
貢
納
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
「
懸
物
」
と
し
て
い
る
と
い
う
想
定
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
本
件
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
、
実
際
に
東
寺
が
受
け
取
っ
た
の
は
漆
で
は
な
く
現
銭
で
あ
る
こ
と
が
他
の
史
料
か
ら
わ
か
る
の
で
、
こ
の
想
定
は
成
立
た
な
い
。
と
す
れ

ば
貢
納
物
で
は
な
く
、
文
字
通
り
「
神
仏
に
捧
げ
ら
れ
た
物
品
」
と
い
う
意
味
で
「
童
謡
」
と
呼
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
商
品
荷
物
が
「
神
仏
に
捧
げ
ら
れ
た
物
晶
」
と
呼
ば
れ
て
、
備
中
か
ら
京
都
へ
運
ば
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で

中
世
の
商
人
の
あ
り
か
た
が
参
考
と
な
る
。
中
世
に
お
い
て
遠
隔
地
商
業
に
従
事
し
て
い
た
集
団
の
中
で
、
神
人
・
寺
院
寄
人
た
ち
が
そ
の
有

　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

力
な
ひ
と
つ
で
あ
り
、
彼
等
が
そ
の
本
所
に
献
納
し
た
余
剰
等
を
商
品
と
し
て
販
売
し
て
い
た
こ
と
は
、
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
漆
が
「
饗
物
」
と
さ
れ
て
京
都
に
送
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
神
人
た
ち
に
よ
っ
て
到
着
後
に
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ
る

こ
と
を
前
提
に
、
神
仏
へ
の
献
納
品
と
し
て
京
都
に
運
ば
れ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
「
彼
等
」
は
、
商
品
を
神
仏
に
さ
さ
げ

ら
れ
た
「
饗
物
」
と
称
し
て
運
送
す
る
、
神
人
等
の
遠
隔
地
商
業
集
団
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
寛
正
五
年
（
～
四
六
四
）
、
新
見
荘
の
本
位
田
家
盛
は
、
東
寺
に
対
し
て
、
当
時
の
＝
呂
社
務
職
備
前
介
松
方
と
守
護
方
の
相
論
の
た
め
、
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

符
を
も
つ
「
あ
き
人
」
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
、
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
一
宮
社
務
職
の
相
論
が
、
割
符
を
も
つ
商
人
た
ち
の
動
向
に
影
響
し

て
い
る
こ
と
は
、
神
人
た
ち
と
割
符
と
の
関
係
の
存
在
を
示
唆
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
「
饗
物
」
が
神
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
饗
と
き
て
候
」
・
「
御
綴
付
候
偏
に
つ
い
て
も
解
釈
が
可
能
と
な
る
。
商
品
で
あ

る
「
饗
物
」
が
「
御
上
付
候
」
の
状
態
で
あ
れ
ば
割
符
を
決
済
で
き
ず
、
「
纂
と
き
て
候
」
の
状
態
で
あ
れ
ば
決
済
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

商
品
が
「
饗
物
」
す
な
わ
ち
神
仏
に
捧
げ
ら
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
を
「
御
煮
付
候
」
と
表
現
し
、
「
饗
物
」
の
状
態
か
ら
解
放
す
る
こ
と
を

「
饗
と
き
て
（
解
き
て
）
候
」
と
い
う
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
商
品
荷
物
は
、
「
御
評
説
」
た
「
雪
隠
」
の
状
態
で
地
方
か
ら
運
送
さ
れ
る
た
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め
、
京
都
に
到
着
し
て
か
ら
「
纂
と
き
て
」
（
「
饗
解
き
て
」
）
、
「
纂
物
」
で
な
く
な
っ
て
は
じ
め
て
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
、
割
符
は
決
済
さ
れ

る
。
だ
が
、
京
都
へ
の
到
着
が
遅
れ
る
と
、
「
纂
と
」
く
（
「
纂
解
く
」
）
時
間
的
余
裕
が
な
く
「
御
饗
付
」
の
ま
ま
と
な
り
、
販
売
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
割
符
が
決
済
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
を
ふ
ま
え
て
、
傍
線
部
①
の
前
半
を
、
語
句
を
補
っ
て
解
釈
し
な
お
し
て
み
よ
う
。

　
「
（
割
符
発
行
者
で
あ
る
）
彼
等
は
、
神
仏
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
状
態
の
商
品
を
京
都
へ
運
び
、
（
滞
り
な
く
到
着
し
て
）
神
仏
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
状

態
か
ら
解
か
れ
て
い
る
時
は
、
（
商
品
を
販
売
し
た
そ
の
代
価
で
）
早
々
に
（
割
符
の
追
銭
を
）
進
上
す
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
又
、
（
商
品
の
到
着

が
遅
れ
て
）
神
仏
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
時
は
、
（
商
品
を
販
売
で
き
な
い
た
め
）
自
ず
か
ら
（
割
符
の
決
済
が
）
遅
延
い
た
し
ま
す
よ
う
で

ご
ざ
い
ま
す
。
」

　
つ
ま
り
、
こ
の
割
符
の
発
行
者
で
あ
る
「
彼
等
」
は
、
割
符
の
振
出
に
よ
っ
て
得
た
現
銭
を
商
品
に
か
え
て
備
中
か
ら
京
都
に
送
り
、
京
都

で
そ
の
商
品
を
販
売
し
た
代
価
で
割
符
を
決
済
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
（
史
料
1
）
で
明
了
は
、
割
符
発
行
者
に
つ
い
て
「
彼
等
」
と
複
数
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う
み
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

支
払
人
に
よ
っ
て
京
都
で
割
符
が
「
相
違
」
と
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
支
払
人
が
京
都
に
い
た
の
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
船
は
出
航
後
で
あ
る
の

に
、
違
い
割
符
に
つ
い
て
の
発
行
者
と
の
交
渉
が
備
中
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
払
人
以
外
に
備
中
に
常
駐
し
て
い
る
振
出
人
が
お

り
、
さ
ら
に
船
で
荷
物
を
京
都
に
運
ぶ
運
送
人
が
別
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
（
史
料
1
）
の
割
符
は
、
備
中
に
常
駐
し
て
割
符
を
振

り
出
す
振
出
入
と
、
備
中
か
ら
京
都
に
商
品
を
運
ぶ
運
送
人
、
京
都
で
商
品
を
販
売
し
た
代
価
で
割
符
を
決
済
す
る
支
払
人
の
三
者
の
協
力
に

よ
り
、
発
行
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
振
出
人
が
支
払
人
に
荷
を
渡
す
こ
と
と
引
換
に
割
符
を
発
行
し
て
い
た
、
と
い
う
先
述

の
宇
佐
見
氏
の
指
摘
は
、
こ
う
い
つ
た
割
符
発
行
の
し
く
み
の
う
ち
の
一
部
分
を
抜
き
出
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
か
ら
、
こ
の
割
符
の
決
済
の
し
く
み
を
図
示
し
た
の
が
（
図
！
）
で
あ
る
。
発
行
者
た
ち
は
、
備
中
で
割
符
と
引
換
に
現
況
を
受
け
取

り
、
そ
の
現
認
で
漆
を
購
入
し
て
京
都
へ
運
び
、
京
都
で
商
品
を
販
売
し
た
そ
の
代
価
で
割
符
を
決
済
し
て
い
た
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
京
都
で
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割符のしくみと為替・流通・金融（伊藤）

⇔
　
　
③

個

支払人

．．．．”””・

磨@aj　一一‘’一’一一‘・一一s

　　　　　（乙）

　（備中から京都へ輸送）

副
A
幽
斥
v

漆の買主

　　振出人
「此三等一両輩」

　　卒
（甲）i

　　セ

漆の売主

　（割符の動き〉

①明了が罫此仁等」に十貫文を渡す。

②　　「此仁慈」が明了に割符を交付する。

③明巣から東寺あて割符を送付する。

④東寺が支払人に割符を呈示する。

⑤支払入は十貫文を東寺に渡し、割符を決済する。

　（「饗湿灰」の動き）

（甲）　振出人が備中で「漆」を購入。運送人に輸送依頼6

（乙）　運送入が「漆」を京都の支払入のもとへ輸送。

（丙）　支払人が「漆」を京都で販売し，その代価で割符を決済。

注〉　本稿では割符の動きは実線，資金・財の動きは破線，人間の移動は太線

　の矢印でそれぞれ表現する。

　
　
　
　
　
⑫

と
略
）
」
で
あ
る
。
次
章
で
も
ふ
れ
る
が
、
新
見
荘
か
ら
東
寺
へ
送
進
さ
れ
た
割
符
が
、
支
払
地
の
堺
で
決
済
さ
れ
た
あ
と
、

都
へ
替
銭
で
送
ら
れ
た
例
で
あ
る
。
割
符
で
は
な
く
替
銭
の
例
で
あ
る
が
、
当
時
の
為
替
取
引
の
実
態
を
物
語
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

　
三
月
十
一
日
に
東
寺
に
到
着
し
た
割
符
は
、
紆
余
曲
折
あ
っ
て
、
同
年
正
月
の
時
と
同
様
に
道
仲
が
、
支
払
地
の
堺
へ
三
月
下
旬
に
持
参
し

の
「
商
品
販
売
代
価
を
受
け
取
る
権
利
」
と
備
中

の
現
銭
と
を
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
割
符
を
発

行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
は
じ
め
に
」
（
表
A
）

に
準
じ
て
説
明
す
る
と
、
発
行
者
の
「
京
都
か
ら

備
中
へ
の
商
品
代
価
の
送
金
」
と
、
新
見
荘
三
職

か
ら
東
寺
へ
の
「
備
中
か
ら
京
都
へ
の
年
貢
の
送

金
」
と
い
う
遠
隔
地
間
の
送
金
関
係
を
、
「
新
見

荘
三
職
か
ら
振
出
人
へ
」
と
「
支
払
人
か
ら
東
寺

へ
」
と
い
う
、
割
符
を
媒
介
と
し
た
同
地
内
の
支

払
い
に
振
り
替
え
る
と
い
う
為
替
取
引
に
よ
っ
て
、

現
金
輸
送
を
回
避
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
決
済
の
し
く
み
は
、
（
史
料
1
）
に
特
有

の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
中
世
～
般
の

割
符
に
援
用
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
の
史
料
に

注
目
し
た
い
。
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
分
の

「
東
寺
最
勝
光
院
方
評
定
引
付
（
以
下
、
「
引
付
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
銭
貨
が
京
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⑬

た
。
と
こ
ろ
が
、
四
月
八
日
に
道
仲
よ
り
、
「
住
吉
ニ
テ
」
襲
わ
れ
た
と
の
注
進
状
が
到
来
し
た
の
で
あ
る
。
道
仲
は
翌
日
東
寺
に
到
着
し
て

事
情
を
報
告
す
る
の
だ
が
、
そ
の
内
容
が
、
「
引
付
」
の
四
月
十
日
条
か
ら
わ
か
る
。

　
（
史
料
2
）

　
　
　
一
、
道
仲
自
レ
境
一
昨
日
咳
参
洛
、
割
符
料
足
廿
貫
文
、
今
月
一
日
請
取
、
則
商
人
共
出
替
淵
金
轡
↓
三
日
、
彼
商
人
共
ト
同
道
仕
罷
上
之
処
、
於
境
与
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

@
士
。
商
人
．
馬
．
荷
鍛
被
叢
乏
懸
蝦
鯉
衛
門
力
子
幽
魂
泉
羅
方
籠
A
．
紳
状
量
産
寺
乏
処
不
歪
承

　
　
　
引
一
之
間
、
重
而
致
鷲
別
了
簡
↓
細
用
方
ヘ
ノ
注
進
状
ヲ
取
テ
混
戦
罷
上
｝
也
、
然
ハ
定
処
も
可
レ
出
レ
国
歌
、
伍
□
少
難
二
延
引
↓
於
割
符
銭
者
可
二
取
進
【
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≧

　
　
　
由
、
道
仲
申
之
旨
、
委
細
致
二
披
露
一
了
、

　
道
仲
は
、
割
符
料
足
廿
貫
文
を
四
月
一
日
に
堺
で
受
け
取
り
、
京
都
に
送
る
た
め
に
「
商
人
共
」
に
「
替
遣
」
わ
し
た
。
そ
し
て
「
商
人

共
」
と
同
行
し
て
京
都
に
向
か
う
途
中
の
四
月
三
日
に
、
堺
と
住
吉
の
間
で
、
六
人
の
人
夫
と
七
疋
の
馬
そ
し
て
「
荷
」
を
、
安
富
勘
解
由
左

衛
門
の
子
と
い
う
「
禅
念
寺
扁
に
奪
わ
れ
た
。
そ
の
荷
を
取
り
戻
す
ま
で
「
割
符
銭
」
の
引
渡
し
は
延
引
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
奪
わ
れ
た
の
が
銭
貨
で
は
な
く
「
荷
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
道
仲
か
ら
二
十
貫
文
の
「
割
符
銭
」
を
「
替

遣
」
さ
れ
た
の
が
「
商
人
共
」
で
あ
る
以
上
、
彼
等
が
そ
の
二
十
貫
文
を
現
銭
の
ま
ま
運
ん
だ
と
は
考
え
に
く
い
。
鈴
木
敦
子
氏
も
指
摘
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
る
と
お
り
、
彼
等
は
商
品
を
買
い
、
そ
れ
を
「
荷
」
と
し
て
京
都
近
辺
ま
で
運
ぶ
途
中
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
荷
」
を
売
り
さ
ば
い
た
代
価

で
、
道
仲
に
二
十
貫
文
を
支
払
う
目
論
見
で
あ
っ
た
、
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
後
の
「
引
付
」
か
ら
は
、
こ
の
「
商
三
共
」
が
芹
川
の
商
人
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
～
旦
こ
れ
ら
の
割
符
が
、
広
瀬
大
文
字
屋
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

堺
で
現
金
化
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
の
が
、
道
仲
の
申
し
入
れ
の
結
果
、
彼
と
芹
川
商
人
に
現
金
化
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
、
と
い
う
事
情
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
道
仲
が
芹
川
商
人
を
斡
旋
し
、
～
体
と
な
っ
て
替
銭
を
行
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
道
仲
は
同
じ
年
の
正
月
に
も
、
割
符
銭
を
堺
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

京
都
へ
替
銭
で
送
金
し
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
、
「
色
々
問
了
簡
」
に
よ
っ
て
、
「
淀
ノ
者
」
に
替
わ
し
た
、
と
さ
れ
て
お
り
、
堺
の
問
の
伸
介

を
受
け
て
、
淀
の
商
人
が
商
品
荷
物
の
仕
入
れ
と
売
却
を
行
う
と
い
う
か
た
ち
で
、
替
銭
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
道
仲
は
こ
の
と
き
に
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こ
の
替
銭
の
し
く
み
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
替
銭
の
し
く
み
は
ま
さ
に
、
（
図
1
）
の
し
く
み
と
同
一
で
あ
る
。
振
出
人
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
遵
仲
、
あ
る
い
は
堺

の
「
問
」
で
あ
り
、
芹
川
の
「
商
店
共
」
あ
る
い
は
「
淀
ノ
者
」
が
、
運
送
人
兼
支
払
人
と
し
て
、
道
伸
か
ら
「
替
」
さ
れ
た
現
銭
を
商
品
に

代
え
て
、
堺
か
ら
淀
や
芹
川
と
い
っ
た
京
都
周
辺
に
運
び
、
そ
こ
で
商
品
を
販
売
し
た
代
価
で
道
書
に
替
銭
を
支
払
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

（
史
料
2
）
は
、
（
史
料
1
）
の
「
饗
物
」
を
商
品
荷
物
と
す
る
解
釈
を
補
強
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
こ
の
他
に
も
、
十
五
世
紀
末
の
新
見
荘
の
史
料
で
、
割
符
を
「
壱
荷
」
と
数
え
て
い
る
史
料
も
あ
る
。
ま
た
文
明
五
年
（
…
四
七
三
）
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

十
五
日
付
山
門
西
塔
院
北
谷
雑
掌
申
状
で
は
、
山
門
西
塔
院
北
谷
の
無
精
が
、
荷
物
を
受
け
取
り
な
が
ら
割
符
の
料
足
を
支
払
わ
な
い
と
し
て

青
苧
商
人
を
訴
え
出
て
お
り
、
同
様
に
荷
物
の
代
金
に
て
割
符
の
決
済
を
行
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
（
図
！
）
の
し
く
み
を
も
つ
割

符
は
（
史
料
！
）
の
み
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
中
世
を
通
じ
て
一
般
的
に
存
在
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
（
史
料
！
）
と
同
じ
書
状
の
次
の
一
つ
書
き
に
あ
た
る
部
分
で
、
明
了
は
別
の
割
符
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
違
い
割
符
の
発
生
の

報
に
接
し
、
明
了
は
当
然
な
が
ら
た
だ
ち
に
対
応
し
た
。
次
に
あ
げ
る
の
は
、
そ
の
経
緯
と
内
容
を
東
寺
に
対
し
て
説
明
し
て
い
る
部
分
で
あ

る
。　

（
史
料
3
）

、
彼
御
用
途
と
も
、

御
田
帯
磁
へ
、
全
分
候
は
て
、

以
前
も
替
て
候
へ
と
も
、
如
レ
此
相
違
候
之
間
、

来
月
八
日
御
仏
事
よ
り
内
二
可
□
逢
之
由
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

被
二
仰
下
…
候
之
間
、
方
々
へ
手
を
節
候
て
、
二
日
三
日
路
を
相
尋
候
之
処
、
大
師
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
已
可
レ
及
二
珍
事
｝
候
之
処
、
或
仁
出
来
候
て
、
京
都
の
用
途
を
百
は
か
り
持
て
候
ヘ
ハ
、
可
レ
替
候
之
由
置
型
ほ
と
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
家
御
用
閾
如
二
及
候
之
間
、
失
二
面
目
一
候
也
、
ま
し
て
無
口
日
を
さ
し
た
る
御
仏
事
は
う
と
う
に

て
候
ほ
と
に
、
御
事
か
け
候
て
ハ
珍
事
に
て
候
へ
き
よ
し
申
候
ほ
と
に
、
さ
や
う
二
も
候
ハ
・
、
御
使
を
給
候
て
自
身
同
道
仕
候
、
京
都
に
て
沙
汰
候

へ
き
よ
し
馬
方
之
間
、
自
余
之
さ
い
ふ
凶
暴
は
す
、
御
事
か
き
候
か
と
相
存
候
て
、
此
用
途
を
替
進
申
候
、
京
首
罪
ハ
・
、
不
レ
移
レ
時
、
沙
汰
申
候
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

き
よ
し
申
候
、
雷
同
に
彼
仁
宿
仕
を
御
尋
候
て
、
正
員
に
て
候
う
ゑ
ハ
、
呵
法
二
可
レ
被
二
責
召
｝
候
、
如
レ
此
世
無
二
さ
い
ふ
の
候
ハ
ぬ
事
ハ
、
当
国
動
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乱
故
に
て
候
な
り
、
か
や
う
応
唱
さ
い
ふ
も
し
た
・
め
進
候
へ
と
も
、
な
に
と
か
違
目
候
ハ
ん
す
ら
ん
と
、
返
急
心
苦
な
け
き
入
黒
く
、
国
作
法
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
如
レ
此
不
レ
存
二
疎
略
一
候
へ
と
も
、
さ
い
ふ
ち
・
の
黒
黒
、
鼻
を
つ
き
候
ほ
と
に
、
失
二
面
揖
候
、

　
明
了
は
、
急
ぎ
代
わ
り
の
割
符
を
送
る
こ
と
を
東
寺
へ
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
（
史
料
1
）
の
割
符
と
同
じ
し
く
み
の
割
符
を
送
算
し
て
も
、

同
様
に
違
い
割
符
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
謝
符
の
流
通
が
極
端
に
減
少
し
て
い
る
様
子
は
、
傍
線
部
④
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
明
了
に
し
て

み
れ
ば
決
済
の
見
込
み
に
つ
い
て
、
東
寺
に
対
し
て
説
明
す
る
必
要
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
傍
線
部
③
で
、
（
史
料
1
）
と
は
ま
た
違
っ
た
、

今
度
の
割
符
の
決
済
の
し
く
み
を
説
明
し
て
い
る
。
解
釈
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
「
或
仁
が
現
れ
て
、
京
都
に
百
ば
か
り
の
銭
貨
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
（
明
塚
の
も
つ
現
有
＋
貫
文
と
）
交
換
し
ま
し
ょ
う
、
と
言
っ
て
参
り

ま
し
た
。
」

　
す
な
お
に
読
め
ば
、
京
都
に
「
罪
質
」
が
も
つ
銭
貨
を
、
割
符
に
よ
っ
て
支
払
い
指
図
を
行
う
こ
と
に
よ
り
受
取
人
に
譲
り
渡
す
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
だ
が
、
明
ら
か
に
備
中
に
居
る
「
或
仁
」
本
人
が
「
京
都
に
用
途
を
持
つ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
京
都
に
あ
る

本
人
の
住
居
に
保
管
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
京
都
で
の
彼
の
逗
留
先
は
「
彼
の
尊
宿
仕
る
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
大
量

の
銭
貨
を
管
理
で
き
る
恒
久
的
な
住
居
を
、
遠
隔
地
間
を
往
来
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
「
或
仁
」
本
人
が
所
有
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　
こ
こ
で
参
考
と
な
る
の
が
、
桜
井
英
治
氏
が
指
摘
し
た
「
同
地
払
約
束
手
形
と
し
て
の
割
符
」
の
発
行
の
し
く
み
で
あ
る
。
桜
井
氏
は
十
五

世
紀
末
に
、
銭
貨
借
入
れ
の
際
に
預
り
状
が
事
実
上
の
借
状
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
預
り
状
が
割
符
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
、

そ
の
呈
示
を
う
け
て
預
り
人
が
決
済
す
る
と
い
う
形
で
借
入
れ
が
返
済
さ
れ
る
、
「
同
地
払
約
束
手
形
」
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら

　
　
　
　
　
⑬

か
に
し
て
い
る
。

　
桜
井
氏
が
挙
げ
た
例
は
十
五
世
紀
末
の
例
だ
が
、
遠
隔
地
問
商
業
に
従
事
す
る
商
人
が
、
預
り
状
と
引
換
え
に
銭
貨
を
「
預
け
る
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

例
は
、
十
四
世
紀
初
頭
に
も
見
ら
れ
る
。
預
り
状
が
割
符
と
し
て
機
能
し
て
い
た
な
ら
ば
、
（
史
料
2
）
で
「
或
仁
」
が
京
都
に
銭
貨
を
も
ち
、

そ
れ
を
割
符
に
よ
っ
て
譲
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
京
都
の
誰
か
に
預
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

48　（386）



割符のしくみと為替・流通・金融（伊藤）

（図2）

⑤

「京都の用途」

　預り主

＠／　i／o

　　　一
「回書」

　　　（京都から備中へ移動）

備中

＠I

Y

＠

「或仁」

o
＠

＠

＠

＠

＠

＠

「或仁」が京都で銭十貫文を預主に預ける。

預主が「或仁」に「さいふ」を交付する。

明了が備中に移動した「或仁」に童画貫文を渡す。

二十貫文を支払うように預り主に指図する「さいふ」を明了に交付する。

明了から東寺あて「さいふ」を送付する。

東寺が預り主兼支払人に割符を呈示する。

預り主兼支払人は十貫文を東寺に渡し，割符を決済する。

　
こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
中
世
を
通
じ
て
割
符
発
行
の
し
く
み
に
は
、

品
売
上
代
価
を
受
け
取
る
権
利
」
と
を
交
換
す
る
型
と
、
（
図
2
）
の
よ
う
に
受
取
地
に
「
預
け
て
あ
る
現
銭
を
受
け
取
る
権
利
」
と
を
交
換

す
る
型
の
二
種
類
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
章
で
は
、
同
じ
く
二
種
類
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
割
符
の
文
言
と
、
こ
の
二
種
類
の
発
行
の

　
以
上
に
基
づ
い
て
（
史
料
3
）
の
割
符
の
決
済
の
し
く
み
を
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

わ
し
た
の
が
（
図
2
）
で
あ
る
。
（
図
1
）
と
同
じ
く
「
は
じ
め
に
」

（
表
A
）
に
準
じ
て
説
明
す
る
場
合
、
「
備
中
か
ら
京
都
へ
の
送
金
」

は
新
見
荘
三
職
か
ら
東
寺
へ
の
も
の
で
よ
い
と
し
て
、
「
京
都
か
ら

備
中
へ
の
送
金
」
が
問
題
と
な
る
。
が
、
こ
れ
は
京
都
に
い
た
「
或

仁
」
本
人
の
、
備
中
へ
移
動
し
た
本
人
宛
の
送
金
と
解
釈
で
き
よ
う
。

「
新
見
荘
三
職
か
ら
東
寺
へ
の
年
貢
の
送
金
」
と
、
罵
或
仁
』
の
、

備
中
に
移
動
し
た
本
人
宛
の
送
金
」
と
い
う
隔
地
間
の
送
金
関
係
を
、

「
新
見
荘
三
職
か
ら
『
或
仁
』
へ
」
と
、
「
支
払
人
か
ら
東
寺
へ
」

と
い
う
割
符
を
媒
介
と
し
た
同
地
内
の
支
払
い
に
振
り
替
え
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
の
し
く
み
は
、
京
都
に
「
預
け
て

あ
る
銭
貨
を
受
け
取
る
権
利
」
と
、
備
中
の
銭
貨
を
交
換
す
る
、
と

も
説
明
で
き
る
。
桜
井
氏
が
あ
げ
た
「
同
地
払
約
束
手
形
」
の
史
料

は
十
五
世
紀
末
の
も
の
で
あ
り
、
（
図
2
）
の
よ
う
な
割
符
決
済
の

し
く
み
も
、
（
史
料
3
）
に
固
有
な
も
の
で
は
な
く
、
中
世
を
通
じ

て
一
般
的
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

送
金
地
に
お
け
る
副
寺
と
、
（
図
1
）
の
よ
う
に
受
取
地
で
の
「
商
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し
く
み
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。

①
四
東
寺
百
合
文
書
』
ム
函
【
五
（
『
閥
山
県
史
二
〇
露
悪
わ
け
史
料
』
一
六

　
【
二
号
）
、
ク
函
二
五
1
（
一
）
（
『
陶
山
県
史
二
〇
巻
　
家
わ
け
史
料
駈
一
一
一
七
号
）
。

　
以
下
、
本
稿
の
『
棄
寺
百
合
文
書
臨
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
噸
百
』
ク
函
二
五
1

　
（
一
）
の
よ
う
に
函
別
番
号
を
記
す
。
ま
た
『
閥
山
県
史
二
〇
巻
　
家
わ
け
史

　
料
転
に
所
収
の
も
の
に
つ
い
て
は
『
岡
腕
二
一
七
号
の
よ
う
に
号
数
を
記
す
。

②
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
、
割
符
と
関
達
し
て
（
史
料
1
・
3
）
を
取
り
上
げ
た

　
論
考
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
網
野
善
彦
氏
は
同
「
貨
幣
と
資
本
扁
（
『
岩
波
講
座

　
日
本
通
史
第
九
翼
翼
世
三
隔
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
二
三
二
頁
）
に
て
、

　
来
納
分
の
年
貢
が
、
割
符
で
京
都
に
送
ら
れ
た
証
拠
の
ひ
と
つ
と
し
て
こ
の
史
料

　
を
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
桜
井
英
治
氏
は
、
「
は
じ
め
に
」
注
⑤
a
論
文
（
三
六

　
三
頁
）
に
お
い
て
、
割
符
の
僧
用
の
分
析
の
た
め
に
こ
の
史
料
を
用
い
て
い
る
。

③
『
百
隔
ル
函
二
【
一
（
『
岡
黒
八
○
号
）
。
史
料
（
1
・
3
）
に
つ
い
て
は

　
『
岡
輪
八
○
号
文
書
を
、
京
都
大
学
文
学
部
古
文
書
室
架
蔵
写
真
本
に
て
校
訂
し

　
た
。

④
網
野
氏
は
注
②
論
文
に
お
い
て
、
注
①
所
引
史
料
に
「
月
輪
算
用
事
偏
と
し
て
、

　
三
・
五
・
七
月
の
各
月
分
、
十
貫
文
ず
つ
計
上
さ
れ
て
い
る
「
さ
い
ふ
」
が
、

　
（
史
料
1
）
の
「
五
月
分
」
と
同
じ
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。

⑤
馴
百
臨
ク
函
二
五
1
（
二
）
（
門
岡
』
二
一
八
号
〉
、
ヤ
函
二
二
（
『
岡
㎏
二
三
六

　
号
）
等
。

⑥
『
百
』
サ
函
＝
ハ
○
（
『
岡
隔
年
　
三
号
）
・
サ
函
一
六
一
（
『
岡
』
四
｝
四

　
号
）
。

⑦
宇
佐
見
論
文
二
四
三
・
二
四
四
頁
。

⑧
注
①
所
引
史
料
。

⑨
桜
井
英
治
・
中
西
聡
編
『
流
通
経
済
史
漉
（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
一

　
一
ニ
ー
一
一
九
頁
な
ど
Q

⑩
　
豊
田
武
『
豊
田
武
著
作
集
第
一
巻
　
座
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
｝
九
八
二

　
年
、
初
出
一
九
四
八
年
）
六
九
頁
な
ど
。

⑪
隅
百
㎞
さ
函
一
四
六
（
『
岡
田
四
〇
〇
号
）
、
さ
函
一
四
八
（
『
車
輪
四
百
二
号
）
。

⑫
糊
否
臨
け
第
二
（
明
豊
隔
八
二
九
号
）
「
応
仁
二
年
東
寺
最
勝
光
院
方
評
定
引

　
付
偏
。
以
下
、
「
引
付
」
と
略
。

⑬
「
引
付
」
陽
月
八
日
条
（
隅
百
溶
け
函
～
二
）
こ
の
部
分
は
欄
岡
田
に
納
め
ら

　
れ
て
い
な
い
。

⑭
　
「
引
付
」
四
月
十
B
条
（
『
百
』
け
函
二
一
）
こ
の
部
分
は
『
岡
』
に
納
め
ら

　
れ
て
い
な
い
。

⑮
鈴
木
敦
子
門
十
五
世
紀
備
中
国
選
見
市
場
を
め
ぐ
る
諸
動
向
」
（
同
年
本
中

　
世
社
会
の
流
通
構
造
幅
詰
番
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
。
初
出
一
九
七
八
年
）
六
四
頁
。

⑯
「
引
付
」
五
月
十
二
日
条
（
『
百
臨
け
函
｝
＝
）
こ
の
部
分
は
同
論
臨
に
納
め

　
ら
れ
て
い
な
い
。

⑰
「
引
付
」
正
月
十
八
目
内
談
条
（
『
百
』
け
函
二
～
、
『
岡
』
八
二
九
号
）
。

⑱
　
辰
田
芳
雄
氏
は
、
（
史
料
2
）
に
つ
い
て
芹
河
商
人
た
ち
が
銭
束
を
他
の
荷
物

　
と
と
も
に
運
搬
し
た
と
考
え
て
い
る
（
同
「
中
琶
東
寺
に
お
け
る
門
指
の
活
動
」
、

　
同
『
中
世
東
寺
領
荘
園
の
支
配
と
窪
地
』
校
倉
轡
房
、
二
〇
〇
三
年
、
初
出
一
九

　
九
六
年
。
四
二
三
頁
）
。
だ
が
、
引
田
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
奪
わ
れ
た

　
の
を
「
荷
物
扁
、
被
害
総
額
入
拾
貫
文
を
「
料
足
の
代
偏
と
表
現
す
る
史
料

　
（
哩
百
聞
サ
函
～
八
二
）
が
あ
る
。
本
文
で
も
書
い
た
よ
う
に
、
彼
等
は
商
品
を

　
運
び
、
そ
の
販
売
代
価
で
東
寺
に
二
十
貫
文
を
支
払
お
う
と
し
た
と
考
え
る
の
が

　
自
然
で
あ
ろ
う
。

⑲
糊
百
輪
え
函
一
〇
六
（
糊
岡
臨
九
五
九
号
）
。
年
欠
だ
が
、
差
出
人
の
妹
尾
重
康

　
が
新
見
荘
の
直
職
階
官
職
を
請
負
っ
て
い
た
、
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
～
明
応

　
十
年
（
～
五
〇
～
）
の
間
に
比
定
さ
れ
る
。
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⑳
叢
所
賦
銘
引
付
』
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
十
月
十
五
本
条
。
（
『
室
町
幕
府

　
引
付
史
料
集
成
』
）
。

⑳
（
史
料
1
）
所
定
史
料
。
注
③
ご
参
照
。

⑳
　
　
「
百
は
か
り
」
1
1
百
達
か
。
一
連
”
百
文
、
百
連
ほ
十
貫
文
。
一
服
守
記
隔
貞

　
治
六
年
五
月
八
日
条
な
ど
か
ら
わ
か
る
。
な
お
、
『
師
守
面
輪
の
記
述
に
つ
い
て

　
は
平
出
真
官
｝
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

⑬
　
桜
井
甑
醜
文
一
工
学
○
上
巳
。

⑳
　
　
『
鎌
倉
遺
文
』
二
四
八
四
九
号
な
ど
。

⑳
　
な
お
、
（
史
料
2
）
で
は
必
ず
し
も
割
符
が
誰
に
よ
っ
て
振
り
出
さ
れ
た
か
は

　
判
明
し
な
い
が
、
単
純
化
の
た
め
「
同
地
払
約
束
手
形
と
し
て
の
割
符
し
と
同
じ

　
く
、
預
り
主
の
振
り
出
し
と
考
え
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
章
　
割
符
の
文
雷
と
発
行
の
し
く
み

　
割
符
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
中
田
薫
氏
に
よ
っ
て
「
預
か
り
文
書
型
」
と
「
為
替
文
言
型
」
に
分
類
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
二
種
類
の
類
型
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
本
章
で
は
こ
の
二
種
類
の
類
型
と
、
前
章
で
み
た
二
種
類
の
割
符
の
決
済
の
し
く
み
と
の
関
係
の
有
無
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
「
為
替
文
言
型
」
と
さ
れ
る
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
に
新
見
荘
か
ら
東
寺
へ
送
進
さ
れ
た
四
通
の
割
符
案
文
を
あ
げ
る
。

　
　
（
史
料
4
）

　
　
　
［
割
符
A
］

　
　
　
（
端
裏
書
）

　
　
　
「
さ
か
い
に
て
御
た
つ
ね
あ
る
へ
き
と
こ
ろ
ハ
、
き
た

　
　
　
　
の
し
や
う
ひ
ん
中
や
の
ひ
こ
せ
つ
と
御
た
つ
ね
あ
る
へ
く
候
扁

　
　
　
（
端
書
）

　
　
　
「
新
見
ヨ
リ
ノ
割
符
ノ
案
　
応
仁
二
　
正
　
十
二
」

　
　
　
か
わ
し
申
候
料
足
の
事

　
　
　
印
判
ア
リ
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○
合
拾
貫
文

右
料
足
ハ
、
さ
か
へ
二
郎
四
郎
か
わ
し
申
候
、
御
う
た
か
い
な
く
や
か
て
御
こ
た
へ
あ
る
へ
く
候
、

　
　
　
い
十
二
月
～
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
　
］
判

　
　
　
　
①

ひ
ご
五
郎
殿

［
割
符
B
］

か
わ
し
申
料
足
の
事

就
は
ん
合
書
文
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
脱
力
）

右
之
料
足
ハ
、
ゆ
ハ
と
の
・
物
に
て
候
を
、
か
ハ
し
申
候
、
な
に
と
き
も
此
さ
い
ふ
け
て
三
ケ
日
過
候
て
こ
た
ゑ
候
へ
く
候
、

傍
状
如
レ
件
、
　
応
仁
元
年
亥
十
二
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
常
俊
判

　
　
　
い
ん
は
ん
あ
り

　
さ
か
ゑ
二
て
ハ
き
た
の
し
や
う
の
ひ
っ
ち
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
や
ひ
ご
五
郎
と
の
へ
と
御
た
つ
ね
あ
る
へ
く
候

［
割
符
C
］

か
わ
し
申
候
料
足
の
事

　
　
　
合
拾
貫
文

右
料
足
ハ
さ
か
へ
二
郎
四
郎
か
わ
し
申
候
、
や
が
て
御
こ
た
へ
候
て
可
レ
給
候
、

　
　
ゐ
正
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
・
1
）
判

　
ひ
ご
五
郎
殿
へ
可
レ
申
候
、
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さ
か
い
ひ
つ
申
や
ひ
ご
五
郎
と
の
へ
　
　
　
　
　
ひ
つ
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
・
1
）

　
　
　
（
割
符
B
・
C
は
一
紙
に
写
さ
れ
て
い
る
。
）

　
　
　
［
割
符
D
］

　
　
　
か
わ
し
申
候
料
足
の
事

　
　
　
　
　
　
（
測
印
写
・
印
文
門
圓
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
合
拾
貫
文

　
　
右
御
料
足
ハ
平
田
九
郎
さ
衛
門
か
物
に
て
候
を
か
ハ
し
申
候
、
な
に
と
き
も
、
此
さ
い
ふ
着
候
て
三
ケ
日
過
側
て
、
こ
た
ゑ
申
候
へ
く
候
、
潤
筆
如
レ
件
、

　
　
　
　
応
仁
弐
年
子
三
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
俊
判

　
　
　
　
　
　
に
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
さ
か
い
の
き
た
の
し
や
う
の
ひ
っ
ち
う
や
の
ひ
ご
三
郎
と
の
と
、
御
た
つ
ね
候
へ
く
候
、

　
　
　
　
　
　
　
ミ

次
に
「
預
か
り
文
言
型
」
と
さ
れ
る
同
じ
く
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
に
新
見
荘
か
ら
東
寺
あ
て
に
送
進
さ
れ
た
二
通
の
割
符
案
文
を
あ
げ

る
。　

（
史
料
5
）

　
　
　
［
割
符
E
］

　
　
　
あ
っ
か
り
申
料
足
の
事

　
　
　
　
　
合
拾
貫
文
者

　
　
　
右
の
御
用
と
う
ハ
、
ひ
ろ
せ
大
も
ん
し
や
あ
っ
か
り
申
候
、
此
さ
い
ふ
来
三
月
中
に
付
慌
て
、
京
に
て
五
ケ
B
す
き
上
可
レ
申
候
、

　
　
　
　
　
文
正
二
年
二
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
せ
孫
左
衛
門
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文
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・
判
ア
リ

　
（
裏
付
）

　
「

来
卯
月
十
日
上
．
司
レ
申
候

　
　
⑤

水
内
判
」

前
年
判

54　（392）

［
割
符
F
］

あ
っ
か
り
申
料
足
の
事

　
　
合
拾
貫
文
者

右
の
御
用
と
う
ハ
、
ひ
ろ
せ
大
も
ん
し
や
あ
っ
か
り
遣
直
、
此
さ
い
ふ
来
四
月
中
す
き
御
付
候
ハ
．
・
、

　
　
文
正
二
年
二
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
せ
孫
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
年
判

　
　
　
　
号

文
字
・
年
翻
・
判
ア
リ

　
（
裏
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
内
　
⑥

　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
来
卯
月
十
五
日
上
可
レ
申
候
　
判
　
　
」

京
に
て
五
ケ
日
す
き
上
可
レ
四
脚
、

　
二
つ
の
類
型
を
比
較
す
る
と
、
相
違
点
と
し
て
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
名
前
の
数
の
違
い
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
為
替
文
言
型
」
で
は
振
出
人

と
支
払
人
に
加
え
て
、
「
さ
か
へ
二
郎
四
郎
」
・
「
ゆ
ハ
と
の
」
・
「
平
田
九
郎
さ
衛
門
」
と
い
っ
た
名
前
の
記
載
が
あ
り
、
一
枚
あ
た
り
合
計
三

人
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
「
預
か
り
文
言
型
」
の
文
面
に
は
振
出
人
の
名
前
の
み
で
、
裏
付
に
「
水
内
」
の
合
計
二
人
の
名

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
共
通
点
と
し
て
は
「
い
ん
は
ん
あ
り
」
や
「
文
字
・
年
号
・
判
ア
リ
」
と
い
っ
た
よ
う
に
割
り
印
・
印
影
、
あ
る
い
は

花
押
や
文
字
と
い
っ
た
符
牒
が
割
符
の
券
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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こ
れ
ら
の
割
符
の
取
引
構
造
に
つ
い
て
主
な
先
行
研
究
で
あ
る
桜
井
英
治
氏
、
宇
佐
見
隆
之
氏
、
早
島
大
祐
氏
の
分
析
を
簡
単
に
紹
介
し
つ

つ
、
検
討
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
（
史
料
4
）
の
「
為
替
文
言
型
」
割
符
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
券
面
の
名
前
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
は
、
常
俊
ほ
か
の
判
署
人
を
振
出

人
、
備
中
屋
ひ
ご
五
郎
を
支
払
人
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
「
二
郎
四
郎
」
以
下
の
人
名
に
つ
い
て
は
、
振
出
人
か
ら
割
符
の
交
付
を
う
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
第
一
の
受
取
人
」
と
基
本
的
に
共
通
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
宇
佐
見
氏
は
、
こ
れ
ら
の
割
符
は
「
二
郎
四
郎
」
以
下
の
手
を
通
じ
て
、
直
接
、

間
接
に
新
見
荘
へ
も
た
ら
さ
れ
る
と
し
、
彼
等
の
手
を
経
た
あ
と
、
不
特
定
多
数
の
間
を
流
通
し
て
、
吉
見
荘
三
職
の
も
と
に
到
来
し
た
可
能

　
　
　
　
　
　
　
⑧

性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
早
島
氏
は
、
宇
佐
見
氏
と
同
様
に
「
二
郎
四
郎
」
以
下
の
人
名
を
「
第
～
の
受
取
人
」
と
し
、
そ
の
名
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
割
符
は
不
特
定
多
数
の
問
を
流
通
し
て
薪
見
学
三
男
が
入
手
し
た
と
す
る
。
そ
の
上
で
割
符
の
振
出
人
と
支
払
人
に
つ
い
て
独
自
の
考
察

　
　
　
　
　
　
⑨

を
展
開
し
て
い
る
。
早
島
氏
は
割
符
C
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
堺
に
い
な
い
振
出
人
か
ら
、
堺
に
い
る
支
払
人
の
備
中
屋
へ
の
申
し
送
り
状
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
と
指
摘
し
、
文
中
の
「
ひ
つ
中
」
か
ら
、
堺
で
は
な
く
備
中
で
振
出
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
た
。
ま
た
割
符
A
・
B
・
D
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
ら
は
同
じ
く
備
中
の
振
出
人
か
ら
堺
に
い
る
備
中
屋
へ
の
申
し
送
り
状
で
あ
り
、
名
不
詳
の
割
符
A
の
振
出
人
と
割
符
B
・
D
の
振
出
人
の

常
俊
が
、
と
も
に
、
割
符
C
の
振
出
人
と
同
様
、
堺
の
備
中
屋
か
ら
備
中
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
人
物
と
す
る
。
そ
し
て
彼
等
が
間
隔
を
お
い
て

一
年
数
ヶ
月
の
問
、
割
符
を
発
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
全
員
が
備
中
に
派
遣
さ
れ
て
、
継
続
的
に
備
中
屋
の
出
先
を
つ
と
め
て
い
た
、

　
　
　
　
　
　
⑪

と
推
定
し
て
い
る
。

　
早
島
説
で
特
筆
す
べ
き
点
は
、
割
符
の
代
価
た
る
現
銭
が
、
備
中
の
振
出
人
か
ら
京
都
の
支
払
人
に
届
く
し
く
み
に
つ
い
て
初
め
て
検
討
し

た
点
で
あ
る
。
早
島
氏
は
申
し
送
り
状
で
も
あ
る
割
符
の
案
文
に
、
割
り
印
や
印
判
な
ど
符
牒
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
地
方
か
ら
割
り
印
を

付
し
た
現
銭
が
京
都
に
荷
物
と
し
て
運
ば
れ
、
支
払
人
が
呈
示
さ
れ
た
捌
符
の
割
り
印
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
割
符
が
決
済
さ
れ
る
と
想

　
　
　
　
⑫

定
し
て
い
る
。
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早
島
説
の
割
り
印
に
関
す
る
想
定
に
つ
い
て
は
、
条
件
つ
き
で
賛
成
で
あ
る
。
割
り
印
が
荷
物
と
割
符
と
の
照
合
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
異
論
は
な
い
が
、
荷
物
に
つ
い
て
商
品
を
想
定
せ
ず
、
銭
貨
の
み
を
想
定
し
て
い
る
と
い
う
点
が
問
題
で
あ
る
。
当
時
日
本
で
流
通
し
て

い
た
銭
貨
の
多
く
が
中
国
か
ら
の
渡
来
銭
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
銭
貨
そ
の
も
の
が
荷
物
と
し
て
運
送
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
た
だ
ろ

う
が
、
荷
物
を
銭
貨
の
み
に
限
定
す
る
理
由
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
割
り
印
の
存
在
は
こ
の
割
符
の
発
行
に
、
な
ん
ら
か
の
商
品
荷
物
の
運
送

が
伴
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
た
い
。

　
こ
れ
を
前
提
に
、
早
島
説
の
し
く
み
を
前
章
（
図
1
）
の
し
く
み
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
①
振
出
入
が
備
中
、
支
払
人
が
畿
内
と
遠
隔
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

別
々
に
定
着
し
て
い
る
点
、
②
振
出
人
と
支
払
人
が
出
先
と
本
店
と
い
っ
た
一
体
の
関
係
で
あ
る
点
、
③
割
符
が
備
中
で
振
り
出
さ
れ
畿
内
に

送
ら
れ
て
決
済
さ
れ
る
点
、
④
割
符
の
発
行
に
商
品
荷
物
の
支
払
地
へ
の
運
送
が
伴
っ
て
い
る
点
、
以
上
四
点
が
一
致
し
て
い
る
。
早
島
説
の

い
う
（
史
料
4
）
の
四
通
の
割
符
の
し
く
み
は
、
前
章
（
図
1
）
の
し
く
み
と
構
造
的
に
一
致
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
だ
が
早
島
説
に
ま
っ
た
く
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
（
史
料
4
）
の
割
符
の
文
面
に
共
通
し
て
、
「
さ
か
へ
二
郎
四
郎
」
以
下
の
、
振
出

人
で
も
支
払
人
で
も
な
い
三
人
目
の
人
名
の
記
載
が
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
早
島
説
を
は
じ
め
と
す
る
先
行
研
究
で
は
彼
等
を
「
第
一
の

受
取
人
」
す
な
わ
ち
振
出
人
と
現
銭
を
「
か
わ
し
」
て
、
割
符
の
交
付
を
受
け
た
、
新
見
荘
か
ら
み
て
取
次
人
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
疑
問
な

の
は
こ
の
「
第
～
の
受
取
人
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
割
符
が
持
参
人
払
い
で
あ
っ
た
こ
と
は
そ
の
換
金
の
経
過
か
ら
み
て
疑
い
が
な
い
が
、
そ
の
場
合
、
「
第
一
の
受
取
人
」
の
名
前
が
記

載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
発
行
者
に
と
っ
て
不
都
合
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
桜
井
氏
は
受
取
人
名
の
記
載
の
あ
る
書
誌
が
皆
無
で
あ
り
、
か
つ
割

符
を
振
出
人
か
ら
う
け
と
っ
た
取
次
人
の
名
が
あ
る
の
も
割
符
C
・
D
の
み
で
あ
る
こ
と
を
、
割
符
が
原
則
的
に
持
参
人
払
い
で
あ
っ
た
根
拠

　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
が
「
さ
か
へ
二
郎
四
郎
」
以
下
の
人
名
を
「
第
一
の
受
取
人
」
と
み
た
場
合
、
そ
の
記
載
は
受
取
人
名
の
記
載
と
同
じ

意
味
を
も
っ
て
し
ま
い
、
割
符
決
済
時
の
正
し
い
受
取
人
の
確
認
に
混
乱
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
記
載
が
、
持
参

人
払
い
の
割
符
に
あ
え
て
な
さ
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
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ま
た
、
彼
等
を
「
第
一
の
受
取
人
」
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
割
符
は
振
出
人
か
ら
ば
ら
ば
ら
の
人
間
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、

不
特
定
多
数
の
間
を
流
通
し
た
う
え
で
、
新
見
荘
三
職
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
理
解
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
し
、
実
際
、
先
行
研
究
は
基
本

的
に
そ
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
割
符
を
新
見
荘
が
入
手
し
送
録
し
た
経
緯
を
み
る
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
の
で

あ
る
。

　
（
史
料
4
）
の
四
通
の
割
符
A
・
B
・
C
・
D
が
新
見
庄
か
ら
東
寺
に
送
ら
れ
た
経
緯
は
、
前
章
で
も
ふ
れ
た
応
仁
二
年
分
の
「
東
寺
最
勝

　
　
　
　
　
　
⑮

光
上
方
評
定
引
付
」
と
割
符
案
の
日
付
、
そ
し
て
関
連
文
書
な
ど
か
ら
わ
か
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
新
見
荘
三
職
は
応
仁
元
年
十
二
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

付
で
、
東
寺
に
「
割
符
A
が
う
ま
く
決
済
さ
れ
た
ら
、
ま
た
送
上
し
ま
す
」
と
い
う
内
容
の
書
状
を
送
っ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
時
点
で
は
、
同

年
十
二
月
二
十
八
日
付
振
出
の
割
符
B
は
当
然
ま
だ
振
出
さ
れ
て
い
な
い
。
と
す
る
と
新
見
荘
三
職
は
、
支
払
人
が
同
じ
割
符
を
、
ま
だ
存
在

し
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
将
来
入
手
で
き
る
見
込
み
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
つ
ま
り
、
新
見
荘
三
職
は
十
二
月
十
八
日
時
点
で
、
同
じ
支
払
人
の
割
符
を
将
来
に
わ
た
っ
て
意
図
的
か
つ
継
続
的
に
入
手
す
る
こ
と
を
確

信
で
き
た
の
で
あ
る
。
翌
年
三
月
振
出
の
割
符
D
の
案
文
が
東
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
事
実
と
し
て
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
⑰

と
を
示
し
て
い
る
。
と
す
る
と
そ
の
割
符
は
不
特
定
多
数
の
間
を
流
通
し
て
き
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
不
特
定
多
数
の
問
を
流
通
し
、
結

果
と
し
て
新
見
荘
に
到
来
す
る
割
符
の
中
か
ら
同
一
の
支
払
人
の
も
の
を
選
ぶ
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
は
偶
然
に
頼
ら
ざ
る

を
得
ず
、
東
寺
に
対
し
て
将
来
の
送
進
を
約
束
で
き
る
ほ
ど
、
長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
入
手
で
き
る
見
込
み
を
た
て
ら
れ
る
は
ず
が
な
い

か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
新
見
荘
三
職
は
こ
れ
ら
四
通
の
割
符
に
つ
い
て
、
備
中
に
定
着
し
て
い
る
同
一
人
物
か
ら
継
続
し
て
入
手
し
た
、
と

考
え
る
ほ
う
が
自
然
と
い
え
よ
う
。

　
で
は
、
そ
の
人
物
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。
振
出
人
と
新
見
荘
三
職
の
双
方
に
継
続
的
な
取
引
関
係
を
も
つ
取
次
人
を
想
定
す
る
こ
と
は
可
能

だ
が
、
振
出
人
が
新
見
荘
と
同
じ
く
備
中
に
定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
無
理
に
そ
の
よ
う
な
第
三
者
を
想
定
す
る
よ
り
も
、
振
出

人
本
人
か
ら
直
接
入
手
し
た
と
素
直
に
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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こ
の
四
通
の
割
符
の
振
出
人
に
つ
い
て
は
、
割
符
B
・
D
に
つ
い
て
は
同
じ
「
常
俊
」
だ
が
、
割
符
A
・
C
の
振
出
人
名
は
不
明
で
あ
り
、

す
べ
て
が
同
一
人
物
と
は
い
え
な
い
と
指
摘
す
る
む
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
こ
の
四
通
の
割
符
の
支
払
人
が
す
べ
て
同
じ
備
中
屋
で

あ
る
以
上
、
振
出
人
た
ち
は
、
支
払
人
で
あ
る
堺
の
備
中
屋
の
備
中
に
お
け
る
出
先
、
と
い
う
点
で
立
場
が
共
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

厳
密
に
同
～
人
物
で
は
な
く
と
も
、
商
取
引
上
「
備
中
屋
の
出
先
」
と
い
う
同
一
の
立
場
で
行
動
し
て
い
る
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。
彼
等
が

備
中
屋
の
出
先
で
あ
れ
ば
、
備
中
屋
を
支
払
人
と
す
る
複
数
の
割
符
を
、
継
続
し
て
新
見
荘
三
職
に
取
り
次
ぐ
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。
よ

っ
て
こ
の
四
通
の
割
符
は
、
常
俊
、
あ
る
い
は
常
俊
と
同
様
に
備
中
屋
の
出
先
と
し
て
活
動
し
て
い
る
振
出
人
の
も
と
に
、
．
薪
見
荘
三
職
（
あ

る
い
は
そ
の
薯
）
が
・
霧
赴
い
て
入
手
し
た
も
の
と
堂
ら
れ
る
の
で
あ
穂
・

　
新
見
荘
三
職
が
、
（
史
料
4
）
の
四
通
の
割
符
を
振
出
人
か
ら
直
接
入
手
し
た
の
な
ら
ば
、
「
さ
か
へ
二
郎
四
郎
」
以
下
の
人
名
を
、
先
行
研

究
の
よ
う
に
「
送
金
人
」
「
第
一
の
受
取
人
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
ま
だ
根
拠
は
十
分
で
は
な

い
。
割
符
A
・
C
の
文
面
か
ら
は
、
振
出
人
が
銭
貨
を
「
か
わ
」
し
て
い
る
相
手
は
「
さ
か
へ
二
郎
四
郎
」
で
あ
る
、
と
解
釈
で
き
る
で
は
な

い
か
、
と
い
う
反
論
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
だ
が
舗
符
B
の
文
面
を
み
る
と
、
常
俊
が
「
か
ハ
し
」
た
相
手
は
「
ゆ
ハ
と
の
扁
で
は
な
く
、
他
の
何
者
か
と
「
ゆ
ハ
と
の
・
物
」
で
あ
る

銭
貨
を
「
か
ハ
し
」
た
こ
と
を
、
備
中
屋
に
伝
え
て
い
る
、
と
も
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
ど
ち
ら
の
解
釈
を
と
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

　
割
符
の
発
行
の
し
く
み
か
ら
も
う
一
度
考
え
て
み
よ
う
。
早
島
説
に
お
い
て
も
（
史
料
4
）
の
割
符
A
・
B
・
C
・
D
の
し
く
み
は
、
前
章

（
図
！
）
の
し
く
み
と
一
致
点
が
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
特
に
重
要
な
の
は
、
振
出
人
と
支
払
人
が
遠
隔
地
に
分
か
れ
て
お
り
、
な
ん
ら

か
の
荷
物
の
運
送
が
そ
の
発
行
に
と
も
な
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
振
出
人
と
支
払
人
は
そ
れ
ぞ
れ
備
中
・
堺
と
分
か
れ
て
定
着
し
て
い
た
以
上
、

荷
物
の
運
送
を
行
う
運
送
人
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
割
符
の
券
面
に
は
、
三
者
の
名
前
す
べ
て
が
記
載
さ
れ
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
さ
か
へ
二
郎
四
郎
」
以
下
の
人
名
が
振
出
人
で
も
支
払
人
で
も
な
い
以
上
、
こ
の
三
つ
目
の
人
名
は
、
運

送
人
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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こ
れ
は
前
章
（
史
料
2
）
の
例
に
あ
て
は
め
る
と
分
か
り
や
す
い
。
「
常
俊
」
が
道
仲
、
「
さ
か
へ
二
郎
四
郎
」
が
芹
川
商
人
、
新
見
荘
三
職

が
東
寺
に
あ
た
る
。
新
見
荘
三
職
と
「
さ
か
へ
二
郎
四
郎
」
が
、
「
常
俊
」
ほ
か
の
振
出
人
を
通
じ
て
割
符
取
引
を
行
っ
て
い
る
、
と
い
う
構

造
に
な
る
。
つ
ま
り
、
「
さ
か
へ
二
郎
四
郎
」
は
「
第
一
の
受
取
人
し
と
し
て
で
は
な
く
、
「
運
送
人
」
と
し
て
振
出
人
と
銭
貨
を
「
か
わ
し
」

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
基
づ
い
て
（
史
料
4
）
の
割
符
の
「
為
替
文
言
」
を
、
言
葉
を
補
っ
て
解
釈
し
て
み
よ
う
。
割
符
A
・
C
の
文
面
は
「
右
の
料
足
は
、

（
運
送
人
で
あ
る
）
「
さ
か
へ
二
郎
四
郎
」
が
（
振
出
人
と
）
か
わ
し
ま
し
た
」
と
解
釈
さ
れ
る
。
「
第
｝
の
受
取
人
」
の
名
が
省
略
さ
れ
て
い
る

の
は
、
こ
の
割
符
が
持
参
人
払
い
で
あ
っ
た
か
ら
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
割
符
B
・
D
の
文
面
は
「
右
の
料
足
は
、
（
運
送
入
で
あ
る
）
「
ゆ
ハ
と
の
」
（
「
平
田
九
郎
さ
衛
門
偏
）
の
物
で
ご
ざ
い
ま
す
の
を
、
（
振
出

人
で
あ
る
常
俊
が
）
か
わ
し
ま
し
た
」
と
解
釈
で
き
る
。
こ
れ
な
ら
ば
「
第
一
の
受
取
人
」
も
含
め
て
受
取
人
名
は
記
載
さ
れ
ず
、
割
符
決
済

時
に
正
し
い
受
取
人
の
確
認
で
混
乱
す
る
こ
と
も
な
い
。
文
面
上
、
振
出
人
が
運
送
人
の
も
の
を
「
か
ハ
」
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
割
り

印
等
の
符
牒
が
付
さ
れ
て
い
る
荷
物
が
、
運
送
人
自
身
の
手
に
よ
っ
て
運
び
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
支
払
人
は
運
送
人
の
意
思
を
確
認
で
き
た
だ

ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
割
符
A
・
C
と
舗
符
B
・
D
の
文
雷
の
違
い
は
、
割
符
B
・
D
が
と
も
に
「
常
俊
」
に
よ
っ
て
振
出
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

割
符
A
・
C
が
そ
う
で
な
い
こ
と
か
ら
、
個
別
の
振
出
人
に
よ
る
表
現
の
違
い
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
（
史
料
4
）
の
「
為
替
文
言
型
」
割
符
は
（
図
！
）
の
割
符
決
済
の
し
く
み
に
対
応
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

参
考
の
た
め
に
そ
の
決
済
ま
で
の
手
順
を
（
図
3
）
に
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
で
は
次
に
、
（
史
料
5
）
で
挙
げ
た
「
預
か
り
文
言
型
」
割
符
の
取
引
構
造
に
つ
い
て
、
同
様
に
先
行
研
究
を
紹
介
し
つ
つ
検
討
し
て
み
よ
う
。

（
史
料
5
）
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
は
共
通
し
て
、
送
金
入
を
新
見
荘
三
職
、
受
取
人
を
東
寺
、
振
出
人
兼
支
払
入
を
ひ
ろ
せ
大
文
字
屋
の
関

係
者
で
あ
る
「
ひ
ろ
せ
孫
左
衛
門
」
と
理
解
し
て
い
る
。
裏
付
の
「
水
内
」
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
大
文
字
屋
の
関
係
者
と
し
、
割
符
が
支
払
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堺

（図3）

　＠
備中

新見荘三三

二中屋

甲ノ〔運送人〕＼丙

　　　　　　　　　　　　　　’ム　　　　　　　乙

一一一一ma一一一mu－int

　
　
③

コ
ニ
ニ
ヒ
ニ
ま
ニ
ま
ま
レ
　
ソ

　
　
②

①

常俊ほか振出人

　（割符の動き〉

①常俊が運送人に荷を預けた際に割符を発行し，所持。

②二見荘三職が振出人に割符発そテを依頼して十貰文を交付。

③割符を新見荘三職に交付。④割符を東寺へ送付。

⑤東寺が備中屋に割符を提示。⑥備中屋が十貫文を交付。

（発行者の動き）

甲）　常俊が運送入に備中屋への荷の納入を条件に，替銭十貫文を交付。

乙）　運送人が替銭で商品荷物を購入し，堺に運搬。

丙）　運送人が備中屋に荷を納入する形で替銭を返済。

人
で
あ
る
大
文
字
屋
に
呈
示
さ
れ
た
と
き
に
書
き
込
ま
れ
た
、
と
考
え

て
い
る
。
そ
し
て
券
面
に
名
前
の
現
れ
て
い
な
い
「
第
一
の
受
取
人
」

兼
二
見
荘
へ
の
取
次
人
が
、
大
山
崎
の
「
ひ
ろ
せ
孫
左
衛
門
」
に
十
貫

文
を
預
け
、
交
換
に
割
符
が
振
出
さ
れ
た
と
い
う
前
章
（
図
2
）
と
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

様
の
し
く
み
で
こ
の
構
造
を
理
解
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

も
、
早
島
氏
の
批
判
が
あ
る
。

　
早
島
氏
は
、
本
案
文
に
も
「
文
字
・
年
号
・
判
ア
リ
」
と
い
っ
た
記

載
が
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
「
年
号
」
を
そ
の
符
牒
が
書
き
込
ま
れ

た
年
月
日
と
し
、
「
文
字
」
を
「
為
替
文
一
蓄
型
」
の
割
り
印
と
同
様
に
、

荷
物
と
し
て
運
ば
れ
た
現
銭
と
の
照
合
用
の
符
牒
と
解
釈
し
、
書
き
込

ま
れ
た
日
付
が
振
出
日
の
後
で
支
払
人
兼
振
出
人
に
呈
示
さ
れ
る
前
と

し
た
。
そ
し
て
こ
の
割
符
が
現
銭
と
引
換
え
に
新
見
荘
三
職
に
取
次
が

れ
た
時
点
で
、
取
次
人
が
「
文
掌
・
年
号
・
判
」
を
書
き
込
ん
だ
、
と

　
⑳

し
た
。
割
符
の
決
済
資
金
に
つ
い
て
は
、
取
次
人
が
新
見
荘
へ
の
取
次

時
に
受
取
っ
た
現
銭
を
支
払
人
兼
振
出
人
の
も
と
へ
運
ぶ
、
と
想
定
し

　
　
⑳

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
符
牒
が
ど
の
時
点
で
書
き
込
ま
れ
た
か
、
に
つ
い
て
の
異
論
は
な
い
。
が
、
割
符
発
行
の
し
く
み
全
体
の
理
解
に
つ
い
て
は
問
題

が
あ
る
。
早
島
説
に
従
う
と
、
振
出
人
兼
支
払
人
は
、
ま
だ
～
文
の
銭
貨
も
手
元
に
受
取
っ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
十
貫
文
を
預
か
っ

た
」
、
「
割
符
を
呈
示
さ
れ
れ
ば
（
　
定
の
期
日
の
後
で
）
十
貫
文
を
支
払
う
」
と
約
束
す
る
文
書
を
、
「
第
一
の
受
取
人
」
に
交
付
す
る
こ
と
と
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な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
為
替
文
言
型
」
割
符
で
の
振
出
人
は
、
十
貫
文
分
の
荷
物
を
確
認
し
て
割
り
印
等
を
付
し
て
か
ら
割
符
を
振
り
出
し
、

十
貫
文
分
の
代
価
を
受
取
っ
て
か
ら
割
符
を
送
金
人
に
交
付
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
い
く
ら
銭
貨
が
到
着
し
て
い
な
け

れ
ば
支
払
い
を
拒
否
で
き
る
と
い
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
振
出
人
兼
支
払
人
に
と
っ
て
多
大
な
リ
ス
ク
を
伴
う
取
引
構
造
を
想
定
す
る
の
は
、

無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
も
そ
も
早
島
説
は
、
割
符
券
面
の
符
牒
の
存
在
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
「
取
次
人
が
送
金
人
か
ら
受
取
っ
た
現
銭
を
支
払
人
の
も
と
に
輸
送

し
、
そ
の
現
量
を
も
と
に
割
符
が
決
済
さ
れ
る
」
と
い
う
想
定
に
基
づ
い
て
い
る
。
確
か
に
前
章
（
図
1
）
の
よ
う
に
振
出
人
と
支
払
人
が
遠

隔
地
に
い
る
場
合
は
、
符
牒
の
存
在
は
な
ん
ら
か
の
輸
送
の
存
在
を
示
す
だ
ろ
う
。
だ
が
（
史
料
5
）
の
割
符
で
は
明
ら
か
に
振
出
人
と
支
払

人
は
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
あ
っ
か
り
申
」
と
い
う
文
言
も
前
章
（
図
2
）
や
「
同
地
払
約
束
手
形
」
の
し
く
み
に
適
合
的
で
あ

る
。
あ
え
て
先
行
研
究
の
い
う
「
同
地
払
約
束
手
形
」
の
し
く
み
を
否
定
し
、
輸
送
の
存
在
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
の
で
は
な
い

か
。　

そ
の
点
で
注
目
す
べ
き
は
（
史
料
4
）
と
（
史
料
5
）
と
の
符
牒
の
形
式
の
違
い
で
あ
る
。
（
史
料
4
）
の
割
符
で
は
、
細
か
な
異
同
は
あ

る
が
、
「
印
判
」
す
な
わ
ち
印
影
も
し
く
は
割
り
印
が
、
基
本
的
に
捺
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
（
史
料
5
）
で
は
奥
に

「
文
字
・
年
号
・
判
」
が
あ
る
、
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
普
通
に
考
え
れ
ば
な
ん
ら
か
の
文
字
、
年
号
、
そ
し
て
花
押
が
、
藁
筆
で
記
入
さ
れ

て
い
た
、
と
判
断
さ
れ
る
。

　
「
為
替
文
言
型
」
の
「
印
判
」
、
す
な
わ
ち
印
影
も
し
く
は
割
り
印
と
い
う
符
牒
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
早
島
氏
の
指
摘
の
通
り
「
輸
送
さ

れ
た
荷
物
と
割
符
と
の
照
合
」
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
荷
物
と
割
符
、
そ
れ
ぞ
れ
に
捺
さ
れ
た
二
つ
の
印
影
の
照
合
は
容
易
だ
か
ら
で
あ
る
。

割
り
印
な
ら
ば
さ
ら
に
確
実
で
あ
ろ
う
。
だ
が
「
預
か
り
文
言
型
」
の
「
文
字
・
年
号
・
判
」
と
い
う
違
う
形
式
の
符
牒
に
つ
い
て
、
無
条
件

に
機
能
が
同
じ
と
み
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
花
押
や
「
文
字
」
に
よ
っ
て
も
荷
物
と
割
符
の
照
合
は
十
分
可
能
で
あ
る
。
が
、
同
じ

印
章
に
よ
る
二
つ
の
印
影
や
割
り
印
を
照
合
す
る
場
合
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
手
書
き
さ
れ
た
二
つ
の
花
押
や
「
文
字
」
を
照
合
す
る
場
合
と
を
比
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べ
れ
ば
、
岡
一
性
の
確
認
と
い
う
点
で
後
者
が
や
や
劣
る
感
が
あ
る
。
「
荷
物
と
割
符
の
照
合
」
と
い
う
学
的
に
鑑
み
る
と
、
符
牒
の
同
一
性

は
も
っ
と
も
重
要
な
確
認
事
項
で
あ
る
。
そ
の
点
で
や
や
劣
る
形
式
の
符
牒
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
目
的
は
別
に
あ
る
と
考
え

る
方
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
符
牒
の
目
的
が
違
う
と
す
れ
ば
、
当
然
、
そ
の
背
景
と
な
る
取
引
の
し
く
み
も
異
な
る
と
考
え
ら

れ
よ
う
。

　
以
上
の
検
討
と
そ
の
「
預
か
り
文
言
」
か
ら
、
（
史
料
5
）
の
割
符
の
し
く
み
と
前
章
（
図
2
）
の
し
く
み
と
の
一
致
を
主
張
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
ろ
う
。
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
早
島
説
の
「
符
牒
が
あ
る
以
上
、
荷
物
の
輸
送
が
割
符
の
発
行
に
伴
っ
た
は
ず
」
と
い
う
明
快
な
推

論
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
割
符
の
案
文
の
、
本
文
部
分
で
す
ら
な
い
場
所
に
い
わ
ば
偶
然
残
さ
れ
た
符
牒
の

「
形
式
」
の
違
い
の
み
で
は
不
十
分
と
い
え
よ
う
。
符
牒
の
必
要
性
自
体
を
前
章
（
図
2
）
の
「
同
地
払
約
束
手
形
」
の
し
く
み
で
、
そ
の

「
文
字
・
年
号
・
判
」
と
い
う
形
式
に
そ
っ
た
形
で
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
で
は
前
章
（
図
2
）
の
し
く
み
に
お
い
て
、
「
文
字
・
年
号
・
判
」
と
い
う
形
式
の
符
牒
が
割
符
に
記
入
さ
れ
る
必
要
と
し
て
な
に
が
考
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
思
い
つ
く
の
は
劉
符
の
真
贋
の
確
認
で
あ
る
。
が
、
こ
の
場
合
支
払
人
は
振
出
人
で
も
あ
る
か
ら
、
取
次
人
の
書
き

込
ん
だ
符
牒
が
な
く
と
も
、
捌
符
を
見
れ
ば
そ
の
真
贋
は
判
別
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
「
真
贋
の
確
認
」
で
は
符
牒
の
存
在
は
説
明
で
き
な
い
。

　
こ
こ
で
符
牒
と
し
て
、
取
次
人
の
「
判
」
が
据
え
て
あ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
取
次
人
に
つ
い
て
は
、
宇
佐
見
氏
の
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
よ
り
、
支
払
人
で
あ
る
大
文
字
屋
と
取
引
関
係
が
あ
り
、
連
絡
を
取
れ
る
立
場
で
あ
る
、
と
判
明
し
て
い
る
。
で
あ
れ
ば
当
然
、
支
払
人
は

「
判
」
を
見
れ
ば
こ
の
符
牒
を
書
き
込
ん
だ
の
が
取
次
人
で
あ
る
こ
と
を
判
別
で
き
た
だ
ろ
う
。
支
払
入
が
符
牒
を
確
認
す
る
の
は
割
符
が
呈

示
さ
れ
た
時
点
で
あ
る
。
よ
っ
て
割
符
を
決
済
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
書
き
込
み
の
有
無
を
判
断
材
料
の
～
つ
に
で

き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
割
符
の
券
面
に
取
次
人
が
書
い
た
符
牒
が
あ
る
こ
と
が
、
支
払
人
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
昧
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　
ま
ず
、
取
次
人
の
区
別
が
つ
け
ば
、
こ
の
割
符
が
誰
に
対
し
て
交
付
さ
れ
た
も
の
か
、
ひ
い
て
は
誰
か
ら
預
っ
た
銭
貨
を
支
払
え
ば
い
い
の
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か
が
判
別
し
や
す
い
、
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
既
述
の
通
り
、
「
預
か
り
文
言
型
」
割
符
の
文
面
に
は
、
十
貫
文
を
預
け
た
人
名
（
新
見

荘
へ
の
取
次
人
）
の
記
載
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
発
行
日
付
な
ど
か
ら
、
最
終
的
に
は
判
別
で
き
ょ
う
が
、
実
務
上
、
ど
の
取
次
人

に
交
付
し
た
割
符
な
の
か
、
即
座
に
判
別
で
き
た
ほ
う
が
い
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
で
は
、
こ
の
符
牒
の
目
的
は
取
次
人
（
預
け
入
）
の
判
別
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
に
は
、
割
符
の
決
済
に
あ
た
っ
て
支
払
人

に
ど
の
様
な
注
意
点
が
あ
っ
た
の
か
、
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
割
符
の
送
馬
に
あ
た
っ
て
、
紛
失
や
盗
難
と
い
っ
た
リ
ス
ク
が
伴
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
こ
と
は
、
取
引
当
事
者
た
ち
が
割
符
の
運
搬
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
リ
ス
ク
は
割
符
が
持
参
人

払
い
で
あ
り
、
紛
失
・
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
、
支
払
人
に
呈
示
さ
れ
て
決
済
さ
れ
て
し
ま
え
ば
取
り
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
由
来
し
て

い
る
。
で
は
支
払
人
は
「
持
参
人
払
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
、
呈
示
さ
れ
た
割
符
を
何
の
確
認
も
せ
ず
、
機
械
的
に
決
済
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
な
い
こ
と
は
「
為
替
文
言
型
」
割
符
で
、
印
影
・
割
印
に
よ
る
照
合
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。

　
そ
も
そ
も
割
符
の
交
付
を
受
け
た
取
次
人
と
、
振
出
人
兼
支
払
人
と
の
間
に
経
常
的
な
取
引
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
振
出
人
兼
支
払
人
に
と

っ
て
は
、
相
手
は
い
わ
ば
「
お
得
意
さ
ま
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
割
符
が
、
宇
佐
見
氏
の
い
う
よ
う
な
特
定
の
送
金
取
引
の
た
め
に
振
出
さ

　
　
　
　
　
　
　
㊧

れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
お
得
意
さ
ま
」
の
範
囲
に
は
送
金
人
・
受
取
人
も
含
ま
れ
て
く
る
。
そ
し
て
盗
難
に
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
紛
失
し
た

割
符
が
決
済
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
損
害
を
被
る
の
は
そ
の
送
金
人
・
受
取
人
な
の
で
あ
る
。
「
割
符
は
持
参
人
払
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
が

あ
っ
た
に
せ
よ
、
彼
ら
の
損
失
を
全
く
無
視
す
る
わ
け
に
も
い
く
ま
い
。
持
参
人
に
よ
る
翻
符
の
取
得
が
正
当
か
そ
う
で
な
い
か
を
支
払
人
が

判
別
で
き
る
方
法
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
支
払
人
に
と
っ
て
の
注
意
点
を
念
頭
に
お
い
て
、
さ
き
ほ
ど
の
符
牒
に
戻
ろ
う
。
支
払
人
と
取
次
人
と
の
問
に
、
割
符
の
取
次

時
に
そ
の
符
牒
を
書
き
込
む
、
と
い
う
同
意
が
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
そ
の
場
合
、
割
符
に
符
牒
の
記
載
が
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
取
次
人
が
手

放
す
際
に
は
、
拾
得
や
窃
盗
に
よ
っ
て
で
は
な
く
そ
の
同
意
の
も
と
に
取
次
が
れ
た
、
と
支
払
人
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
取
次
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（図4）

備　中

新見荘三職

京　都

＠i

　・

一一L一一〔東寺〕
　　　　　　　　　　　　　　　＠／ 卒

i＠
i大山崎

＠ 「広瀬大文字屋」

　　　　　　　　　　　　　　　　　＠Uo

①②　広瀬で大文字屋が銭十貫文と引換に，取次入に割符を交付する。

③④　備中で取次入が銭十貫文と引換に新見荘三職に割符を交付する。

⑤新見荘三職から東寺あてに割符を送付する。

⑥東寺が大文字歴に割符を呈示する。

⑦大文字屋は十貫文を東寺に渡し，割符を決済する。

時
に
「
文
字
・
年
号
・
判
」
を
取
次
人
が
割
符
に
記
入
す
る
こ
と
は
、
そ
の

割
符
が
確
か
に
取
次
人
の
承
認
の
も
と
に
取
次
が
れ
た
こ
と
を
、
支
払
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

伝
え
る
目
的
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
書
き
込
み
は
荷
物
と

の
照
合
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
割
符
の
取
次
が
正
常
に
お
こ
な
わ
れ
た

か
ど
う
か
、
を
支
払
人
が
確
認
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
た
い
。
そ
う
考
え

る
と
、
印
章
さ
え
あ
れ
ば
同
じ
符
牒
が
再
現
で
き
る
印
影
よ
り
、
取
次
人
本

人
に
よ
る
花
押
等
の
書
き
込
み
の
ほ
う
が
、
取
次
人
の
意
思
の
確
認
と
い
う

点
で
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
「
文
字
」
に
暗
証
番
号
的

な
機
能
を
も
た
せ
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
の
確
実
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

逆
に
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
確
認
手
段
な
し
で
「
持
参
人
払
い
」
と
い
う
割

符
の
紛
失
・
盗
難
リ
ス
ク
を
全
て
利
用
者
に
負
わ
せ
、
支
払
人
を
一
方
的
に

免
責
す
る
方
法
を
と
ろ
う
と
し
て
も
、
利
用
者
の
合
意
が
得
ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
割
符
券
面
の
符
牒
の
存
在
は
、
前
章
（
図
2
）
の
「
同
地
払

約
束
手
形
」
の
発
行
の
し
く
み
で
も
説
明
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
「
文

字
・
年
号
・
判
」
と
い
う
符
牒
の
形
式
か
ら
み
れ
ば
、
む
し
ろ
「
同
地
払
約

束
手
形
」
の
し
く
み
の
ほ
う
が
よ
り
適
合
的
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
振
出
地
と
支
払
地
が
異
な
る
場
合
、
割
符
券
面
の
符
牒
の
存
在
は
、

そ
こ
に
荷
物
の
輸
送
が
あ
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
地
払
い
の
場
合
に
は
あ
え
て
輸
送
の
存
在
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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罰符のしくみと為替・流通・金融（伊藤）

　
以
上
の
符
牒
に
関
す
る
検
討
と
、
「
あ
っ
か
り
申
」
と
い
う
そ
の
文
言
、
そ
し
て
振
出
人
と
支
払
人
が
同
一
で
あ
る
こ
と
等
に
鑑
み
て
、
（
史

料
5
）
の
「
預
か
り
文
言
型
」
の
割
符
は
前
章
（
図
2
）
の
割
符
決
済
の
し
く
み
に
対
応
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
割
符
が
畿
内

と
備
中
を
往
復
す
る
人
物
に
よ
っ
て
取
り
次
が
れ
て
い
る
と
い
う
構
造
に
つ
い
て
も
一
致
し
て
い
る
。
参
考
の
た
め
に
（
史
料
5
）
の
割
符
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

決
済
ま
で
の
手
順
を
（
図
4
）
に
示
し
た
。

　
割
符
の
し
く
み
と
二
種
類
の
割
符
文
言
の
関
係
に
つ
い
て
先
行
研
究
は
、
預
か
り
銭
貨
の
払
戻
し
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
運
送
さ
れ
た
銭
貨
の

払
戻
し
に
せ
よ
、
割
符
は
み
な
基
本
的
に
同
｝
の
し
く
み
を
も
ち
、
二
種
類
の
文
言
は
、
そ
の
し
く
み
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
反
映
と
し
て
解

釈
し
て
き
た
。
だ
が
こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
「
為
替
文
言
型
」
捌
符
は
前
章
（
図
1
）
の
「
受
取
地
で
の
商
品
売
上
代
価
を
受
取
る
権
利
」

と
を
交
換
す
る
型
に
、
そ
し
て
「
預
か
り
文
雷
型
」
割
符
が
前
章
（
図
2
）
の
「
受
取
地
に
預
け
て
あ
る
現
銭
を
受
取
る
権
利
」
と
を
交
換
す

る
型
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
二
種
類
の
翻
符
の
文
雷
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
く
違
う
し
く
み
に
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
こ
の
二
つ
の
し
く
み
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選
択
さ
れ
た
か
、
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
割
符
の
発
行
に
お
い
て
は
、
支
払
が
振
出
と
同
地
で
行
わ
れ
る
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
割
符
が
支
払
人

へ
の
呈
示
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
支
払
人
は
一
定
の
場
所
に
定
着
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
割
符
が
同
地
払
い
の
場
合
は

単
純
に
現
銭
を
預
か
り
、
割
符
の
呈
示
を
う
け
て
そ
れ
を
払
い
戻
す
、
と
い
う
し
く
み
の
「
預
か
り
文
言
型
」
割
符
が
発
行
さ
れ
る
。
と
こ
ろ

が
異
地
払
い
の
場
合
は
、
振
出
人
は
う
け
と
っ
た
繋
駕
を
、
遠
隔
地
に
い
る
支
払
人
に
受
渡
す
必
要
が
で
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
遠
隔
地
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

受
渡
し
の
し
く
み
を
も
つ
「
為
替
文
言
型
」
の
割
符
が
発
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
割
符
の
発
行
の
し
く
み
と
文
雷
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
次
章
で
は
、
こ
こ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
割
符
の
し
く
み
か
ら
そ

の
需
要
や
用
途
を
論
じ
、
割
符
と
流
通
経
済
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
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①
『
百
睡
せ
函
七
一
（
『
岡
睡
一
｝
七
八
号
）
。

②
『
百
隔
サ
一
七
三
1
（
三
）
。

③
糊
百
出
サ
　
七
瓢
丁
（
四
）
。

④
剛
教
王
護
国
寺
心
証
』
六
巻
一
七
九
〇
号
。

⑤
『
百
睡
サ
函
～
七
＝
T
（
一
）
（
『
岡
輪
四
二
六
号
）
Q

⑥
『
百
馳
サ
函
一
七
三
1
（
二
）
（
欄
岡
臨
四
二
六
号
）
。

⑦
桜
井
氏
は
、
「
さ
か
へ
二
郎
四
郎
」
以
下
の
人
名
に
つ
い
て
、
割
符
B
・
D
は

　
宇
佐
見
・
早
島
両
氏
と
同
じ
く
送
金
人
と
す
る
が
、
割
符
A
・
C
で
は
、
判
読
不

　
能
で
あ
っ
た
り
棒
線
だ
け
が
記
載
さ
れ
た
り
し
て
い
る
副
署
人
を
「
さ
か
へ
二
郎

　
四
郎
」
と
岡
一
人
物
と
判
断
し
、
彼
を
振
出
人
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
桜
井
論
文

　
二
四
九
買
）
。
だ
が
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
割
符
A
・
C
の
判
事
人
と
割
符

　
B
・
C
の
判
母
人
（
振
出
入
）
常
俊
と
は
同
じ
く
縮
中
屋
の
出
先
と
考
え
ら
れ
、

　
彼
等
か
ら
備
虫
屋
へ
の
送
り
状
と
い
う
割
符
の
性
質
か
ら
琶
っ
て
も
、
同
じ
文
颪

　
で
形
式
の
逮
う
割
符
を
振
り
出
し
た
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
本
稿
で
は
宇
佐

　
見
・
早
島
両
氏
の
理
解
を
支
持
す
る
。

⑧
宇
佐
見
論
文
二
三
〇
頁
。

⑨
早
島
論
文
第
二
節
一
五
〇
頁
。
た
だ
し
、
宇
佐
見
氏
は
「
第
一
の
受
取
人
」
か

　
ら
直
接
薪
見
荘
に
取
り
次
が
れ
た
可
能
牲
を
排
除
し
な
い
が
、
早
島
氏
は
後
述
す

　
る
よ
う
に
、
割
符
が
振
出
さ
れ
た
日
付
の
違
い
か
ら
、
「
第
一
の
受
取
入
」
か
ら

　
不
特
定
多
数
の
問
を
流
通
し
た
う
え
で
新
見
荘
に
も
た
ら
さ
れ
た
、
と
基
本
的
に

　
考
え
て
い
る
。

⑩
早
島
論
文
一
五
三
頁
。
同
氏
は
こ
の
よ
う
に
指
摘
で
き
る
理
由
と
し
て
、
割
符

　
C
の
奥
に
記
さ
れ
た
棒
線
が
切
封
墨
引
の
写
し
と
解
釈
で
き
る
こ
と
を
挙
げ
て
い

　
る
。
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
解
釈
と
は
ま
た
ち
が
っ
た
根
拠
を
も
と
に

　
振
出
人
が
備
中
に
い
た
こ
と
が
別
の
史
料
か
ら
い
え
る
た
め
、
「
備
中
の
振
出
人

　
か
ら
堺
の
支
払
入
へ
の
申
し
送
り
状
」
と
い
う
早
島
氏
の
指
摘
自
体
に
異
論
は
な

　
い
。

⑪
早
島
論
文
一
五
圏
頁
。

⑫
早
島
論
文
～
五
五
頁
。

⑬
こ
こ
で
の
「
定
着
」
は
、
出
先
で
あ
っ
た
り
、
時
に
は
商
用
で
不
在
で
あ
っ
て

　
も
、
連
絡
・
所
在
の
確
認
が
可
能
な
拠
点
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
、
と
考
え
る
。

⑭
桜
井
論
文
二
五
〇
頁
。

⑮
噌
酉
臨
け
函
二
一
（
隅
岡
偏
八
二
九
号
）
。

⑯
『
百
』
え
函
四
六
（
『
岡
憾
九
一
六
号
）
。

⑰
注
⑮
忌
引
の
「
東
寺
最
勝
光
穿
下
評
定
引
付
」
応
仁
二
年
七
月
八
日
条
に
、
新

　
見
荘
か
ら
の
割
符
到
着
の
記
事
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
こ
の
と
き
に
割
符
D
が
到

　
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑱
た
と
え
振
出
人
と
総
見
荘
三
職
の
間
に
取
次
人
が
介
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
の

　
取
次
人
は
、
振
出
人
・
新
見
荘
三
職
の
双
方
と
継
続
的
に
割
符
を
取
次
ぐ
関
係
を

　
構
築
し
て
い
た
わ
け
で
、
先
行
研
究
の
い
う
、
「
割
符
が
「
不
特
定
多
数
駄
を
流

　
通
し
た
結
果
、
新
見
荘
に
到
来
し
た
」
と
い
う
見
解
は
や
は
り
否
定
さ
れ
よ
う
。

⑲
宇
佐
見
・
早
島
糊
氏
は
、
裏
付
の
「
水
内
」
に
よ
る
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
、

　
大
文
字
屋
に
割
符
が
呈
示
さ
れ
た
際
に
書
き
込
ま
れ
た
と
す
る
（
宇
佐
見
論
文
二

　
三
五
買
・
早
島
論
文
一
五
八
頁
）
。
こ
の
見
解
を
否
定
す
る
理
宙
は
な
い
。

⑳
宇
佐
見
論
文
二
三
三
頁
。

⑳
早
島
氏
は
裏
付
け
の
日
付
よ
り
前
、
振
出
目
よ
り
後
に
「
文
字
・
年
号
・
判
」

　
が
響
き
込
ま
れ
た
と
す
る
（
早
島
論
文
一
五
八
頁
）
。
こ
の
見
解
を
否
定
す
る
理

　
由
は
な
く
本
稿
で
も
こ
れ
に
従
う
。

⑫
　
旦
丁
島
瓢
上
文
　
　
一
山
ハ
ニ
頁
。

⑬
宇
佐
見
論
文
二
四
一
頁
。

⑳
　
門
は
じ
め
に
」
注
⑤
桜
井
a
論
文
三
六
四
頁
。

⑳
　
宇
佐
見
論
文
二
四
一
頁
。

⑳
　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
方
法
で
は
「
第
　
の
受
取
入
」
か
ら
の
最
初
の
一
回
目
の
取

　
次
に
つ
い
て
の
み
、
合
意
の
存
在
を
確
認
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
こ
の
割
符
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が
取
次
が
れ
た
の
は
、
新
見
荘
か
ら
東
寺
へ
の
造
進
を
「
取
次
」
に
含
め
た
と
し

　
て
も
二
回
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。
一
壷
だ
け
で
も
き
ち
ん
と
取
次
を
確
認
で
き
る

　
か
ど
う
か
は
、
実
務
上
大
き
な
意
味
合
い
を
も
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑳
　
「
水
内
」
に
よ
る
裏
付
け
に
つ
い
て
は
、
（
図
4
）
の
⑥
で
行
な
わ
れ
る
と
考

　
え
る
が
、
単
純
化
の
た
め
省
略
し
た
。

⑳
　
同
地
払
い
か
否
か
、
で
は
な
く
、
振
出
人
と
支
払
人
が
同
一
人
物
か
そ
う
で
な

　
い
か
、
と
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
本
支
店
の
よ
う
な
一
体
の

　
関
係
と
、
「
同
一
人
物
偏
と
の
区
朋
が
つ
き
に
く
い
こ
と
と
、
取
引
の
本
質
は

　
門
島
蒲
地
間
の
現
金
輸
送
に
よ
ら
な
い
資
金
受
け
渡
し
の
有
無
一
に
あ
る
こ
と
か

　
ら
、
本
文
の
よ
う
に
表
現
し
た
。

第
三
章
　
割
符
と
為
替
・
流
通
・
金
融

割符のしくみと為替・流通・金融（伊藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
割
符
は
基
本
的
に
遠
隔
地
送
金
手
段
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
井
原
今
朝
男
氏
は
、
割
符
と
借
銭
手
段
と
の
か
か
わ
り
を
指
摘
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

桜
井
英
治
氏
は
、
割
符
が
借
銭
手
段
と
し
て
の
「
運
用
特
約
付
き
預
か
り
状
」
か
ら
発
達
し
た
と
考
え
て
い
る
。
桜
井
氏
は
商
取
引
の
盛
ん
な

畿
内
諸
都
市
の
商
人
が
「
大
型
の
取
引
が
し
た
く
て
も
資
金
の
準
備
が
な
い
と
き
、
当
座
の
支
払
手
段
と
し
て
割
符
を
用
い
る
こ
と
」
を
想
定

し
、
発
行
者
に
よ
る
割
符
の
借
銭
手
段
と
し
て
の
利
用
を
重
視
し
て
い
る
。

　
だ
が
桜
井
氏
の
こ
の
分
析
は
、
「
預
か
り
文
言
型
」
と
「
為
替
文
言
型
」
と
の
割
符
発
行
の
し
く
み
の
違
い
に
つ
い
て
、
十
分
に
区
別
し
て

い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
ま
た
、
史
料
上
圧
倒
的
多
数
の
割
符
は
年
貢
送
電
等
の
遠
隔
地
送
金
に
利
用
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
送
金

手
段
と
し
て
の
割
符
使
用
を
二
義
的
に
位
置
づ
け
る
の
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
本
章
で
は
前
章
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
二
種
類
の
割
符
の
し
く
み
に
つ
い
て
、
割
符
の
需
要
を
検
討
す
る
。
割
符
が
ど
ん
な
人
々
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
の
検
討
を
通
じ
て
、
割
符
取
引
を
当
時
の
流
通
経
済
に
位
置
づ
け
て
み
た
い
。

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
桜
井
氏
は
割
符
の
需
要
に
つ
い
て
、
畿
内
の
発
行
者
が
借
銭
手
段
と
し
て
発
行
し
、
畿
内
と
地
方
間
の
隔
地
問
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

業
・
流
通
業
に
従
事
し
て
い
る
取
次
人
た
ち
が
、
現
銭
を
携
行
せ
ず
に
地
方
で
商
取
引
を
行
う
た
め
に
利
用
し
て
い
た
、
と
し
て
い
る
。

　
「
預
か
り
文
言
型
」
割
符
の
し
く
み
は
、
振
出
人
兼
支
払
人
が
、
預
か
っ
た
銭
貨
と
引
換
え
に
割
符
を
振
り
出
し
、
そ
の
割
符
の
呈
示
を
う

け
て
預
か
っ
た
銭
貨
を
払
い
戻
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
桜
井
氏
の
い
う
振
出
人
に
と
っ
て
の
借
銭
手
段
そ
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
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「
預
か
り
文
言
型
」
割
符
を
中
央
か
ら
地
方
へ
持
ち
出
し
た
取
次
人
た
ち
に
つ
い
て
も
、
彼
ら
が
割
符
を
畿
内
か
ら
地
方
へ
持
ち
出
し
た
理
由

は
、
や
は
り
商
品
購
入
原
資
を
携
行
せ
ず
に
地
方
へ
運
ぶ
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
桜
井
氏
の
分
析
は
「
預
か
り
文
言
型
」
割
符
に
良
く

あ
て
は
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
問
題
な
の
は
桜
井
氏
が
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
「
為
替
文
言
型
」
割
符
の
需
要
で
あ
る
。

　
「
為
替
文
言
型
」
割
符
の
需
要
に
つ
い
て
そ
の
し
く
み
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
送
金
人
・
受
取
人
に
と
っ
て
の
需
要
は
、
京
都
へ
の
年
貢
送

進
で
説
明
で
き
る
。
問
題
は
発
行
者
に
と
っ
て
の
需
要
で
あ
る
。
「
為
替
文
言
型
」
割
符
発
行
の
し
く
み
を
単
純
化
す
る
と
、
①
出
先
で
あ
る

振
出
人
が
地
方
で
割
符
と
引
換
え
に
得
た
現
銭
で
商
品
荷
物
を
買
い
付
け
て
、
②
運
送
人
を
通
じ
て
支
払
人
に
送
り
、
③
支
払
人
が
畿
内
で
商

品
荷
物
を
販
売
し
た
代
銭
で
割
符
を
決
済
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
一
章
（
史
料
1
）
で
、
振
出
人
は
明
ら
か
に
継
続
し
て
割
符
を
発

行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
発
行
者
た
ち
は
恒
常
的
に
備
中
の
物
産
を
買
い
付
け
て
、
そ
れ
を
畿
内
に
運
ん
で
販
売
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
彼
ら
に
は
、
畿
内
の
支
払
人
が
販
売
代
価
と
し
て
得
た
置
銭
を
、
備
中
の
振
出
人
の
も
と
に
運
搬
し
て
商
品
の
購
入
原
資
に
あ
て
る

必
要
が
恒
常
的
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
に
、
発
行
者
に
と
っ
て
の
割
符
発
行
の
需
要
が
発
生
す
る
。
前
章
（
史
料
4
）
の
「
為
替
文
言
型
」
割
符
の
発
行
に
よ
り
、
振
出
人
は

備
中
で
金
銭
を
受
取
り
、
支
払
人
は
堺
で
同
額
の
現
銭
を
支
払
う
。
こ
れ
は
順
番
こ
そ
違
え
、
支
払
人
か
ら
振
出
人
へ
の
送
金
と
同
じ
で
あ
る
。

彼
等
は
割
符
の
発
行
に
よ
り
、
輸
送
を
伴
う
こ
と
な
く
、
畿
内
で
得
ら
れ
た
商
品
荷
物
の
売
り
上
げ
で
得
た
銭
貨
を
、
備
中
の
出
先
へ
送
金
で

き
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
こ
れ
は
同
時
に
、
割
符
と
引
換
え
に
振
出
地
の
備
中
で
現
銭
を
借
り
、
支
払
地
の
京
都
で
返
済
す
る
と
い
う
借
銭
行
為
だ
、
と
い
う
こ

と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
第
一
章
（
史
料
2
）
で
み
た
、
道
仲
と
芹
川
商
人
に
よ
る
堺
か
ら
京
都
へ
の
替
銭
の
例
は
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
。
芹
川

商
人
に
と
っ
て
は
、
堺
で
の
商
品
購
入
原
資
を
道
導
か
ら
借
り
入
れ
て
、
京
都
付
近
で
商
品
を
販
売
し
た
代
価
で
返
済
し
た
の
と
同
じ
効
果
が

得
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
「
為
替
文
言
型
」
割
符
は
発
行
者
に
と
っ
て
、
京
都
で
の
商
品
販
売
代
価
を
地
方
に
送
金
す
る
手
段
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
方
で
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割符のしくみと為替・流通・金融（伊藤）

の
商
品
購
入
原
資
を
え
る
た
め
の
借
銭
手
段
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
桜
井
氏
は
割
符
の
成
立
の
前
段
階
と
し
て
「
振
出
人
に
と
っ
て
は
借
銭
手
段
で
あ
り
、
送
金
人
に
と
っ
て
は
送
金
手
段
で
あ
る
よ
う
な
中
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

的
な
…
機
能
を
も
っ
た
替
銭
の
出
現
」
を
想
定
し
て
い
る
。
だ
が
、
割
符
の
発
行
の
し
く
み
を
検
討
し
て
み
る
と
、
「
為
替
文
言
型
」
割
符
は
、

発
行
者
に
と
っ
て
借
銭
・
送
金
、
双
方
の
機
能
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
「
為
替
文
言
型
」
空
泣
が
二
つ
の
機
能
を
も
っ
て
い

た
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
も
と
も
と
為
替
取
引
で
は
借
銭
と
送
金
は
一
体
化
し
て
い
て
区
別
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
で
割
符
に
ど
の
よ
う
な
需
要
が
あ
っ
た
の
か
は
分
か
っ
た
。
次
に
、
割
符
は
ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
第
一
章
（
史
料
2
）
で
み
た
手
法
を
道
仲
が
学
ん
だ
の
は
、
そ
の
年
正
月
の
堺
か
ら
京
都
へ
の
替
銭
の
時
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
替
銭
を

「
了
簡
」
し
た
の
は
「
問
」
で
あ
る
。
ま
た
前
章
（
史
料
5
）
の
「
預
か
り
文
言
型
」
割
符
の
振
出
人
兼
支
払
人
で
あ
る
大
文
字
屋
も
、
交
通

の
要
地
に
定
着
し
つ
つ
、
割
符
の
取
次
主
で
あ
る
商
人
と
継
続
的
な
取
引
関
係
を
む
す
ん
で
お
り
、
問
と
し
て
の
特
徴
を
そ
な
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
例
か
ら
み
て
、
割
符
の
振
出
は
、
基
本
的
に
送
金
依
頼
人
が
問
の
も
と
に
赴
き
、
自
ら
の
送
金
を
「
か
わ
す
（
1
1
交
換
す
る
）
」
相

手
の
斡
旋
を
う
け
る
と
い
う
形
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
問
が
交
通
の
要
衝
で
あ
る
港
津
に
お
い
て
、
荷
継
や
運
送
業
者
の
手
配
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
た
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
的
な
業
務
を
行
い
「
問
の
介
入
な
し
に
港
津
で
の
取
引
は
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
」
こ
と
は
宇
佐
見
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

問
が
も
と
も
と
年
貢
の
送
進
や
貢
納
物
の
運
送
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
広
く
認
識
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
商
業
金
融
と
貢
納
送
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
交
換
の
仲
介
人
と
し
て
、
問
は
う
っ
て
つ
け
の
存
在
と
い
え
よ
う
。
綿
貫
友
子
氏
も
、
室
町
初
期
の
問
に
つ
い
て
同
様
の
指
摘
を
行
い
、
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
機
能
と
し
て
割
符
・
替
銭
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。

　
佐
藤
泰
弘
氏
は
中
世
前
期
の
借
上
に
関
し
て
、
借
上
が
異
地
問
の
物
資
融
通
を
行
っ
て
お
り
、
異
地
に
お
け
る
債
務
の
返
済
は
必
然
的
に
為

替
行
為
の
発
達
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
借
上
は
為
替
に
も
関
係
し
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
借
上
（
金
融
）
、
問
丸
（
流
通
）
、
替
銭
（
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

替
）
と
い
う
三
つ
の
業
種
が
少
な
く
と
も
互
い
に
関
連
し
あ
い
な
が
ら
、
港
湾
に
存
在
し
て
い
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
の
割
符
発

行
の
し
く
み
の
検
討
に
よ
っ
て
、
中
世
後
期
に
お
い
て
も
、
割
符
取
引
の
中
で
、
遠
隔
地
送
金
と
い
う
「
為
替
」
、
問
・
商
人
と
い
う
「
流
通
」
、
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そ
し
て
借
銭
手
段
と
い
う
「
金
融
」
、
以
上
の
三
つ
が
一
体
と
な
っ
て
結
び
つ
い
て
い
た
様
子
が
、
具
体
的
な
取
引
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
、

と
い
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
為
替
と
流
通
と
金
融
と
が
一
体
化
し
て
い
る
形
で
行
わ
れ
た
割
符
取
引
は
、
当
時
の
流
通
経
済
に
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
安
倍
惇
氏
は
為
替
取
引
の
し
く
み
に
つ
い
て
、
「
為
替
取
引
と
は
隔
地
問
に
存
在
す
る
二
組
の
相
反
す
る
方
向
を
も
っ
た
貨
幣
の
送
金
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
、
互
い
に
関
係
づ
け
て
そ
れ
ぞ
れ
同
一
地
域
内
で
の
送
金
（
支
払
）
関
係
に
振
り
替
え
か
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
隔
地
問
の
現
送
を
回
避
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

こ
と
に
あ
る
。
」
（
傍
点
原
文
）
と
改
め
て
定
義
し
、
こ
れ
を
「
為
替
原
理
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
割
符
関
連
史
料
を
み
れ
ば
、
割
符
が
主
に
地
方
か
ら
京
都
へ
の
年
貢
送
進
の
際
に
利
用
さ
れ
た
の
は
明
白
で
あ
る
。
安
倍
氏
は
「
為
替
原

理
」
に
基
づ
き
、
年
貢
送
進
に
よ
る
送
金
関
係
と
振
り
替
え
か
わ
さ
れ
る
は
ず
の
、
京
都
か
ら
地
方
へ
の
送
金
関
係
の
存
在
を
理
論
的
に
導
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

出
し
、
そ
の
具
体
的
な
送
金
目
的
を
、
地
方
か
ら
京
都
へ
運
ば
れ
る
商
晶
の
購
入
原
資
と
想
定
し
て
い
る
。

　
本
稿
の
検
討
結
果
は
、
割
符
取
引
に
よ
っ
て
地
方
か
ら
京
都
へ
の
年
貢
送
進
の
み
な
ら
ず
、
京
都
か
ら
地
方
へ
の
商
品
購
入
原
資
の
送
金
も

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
安
部
氏
の
想
定
に
史
料
的
な
う
ら
づ
け
を
与
え
る
も
の
、
と
い
え
よ
う
。
「
為
替
文
言
型
」
割
符
の
し

く
み
か
ら
は
、
年
貢
送
進
と
い
う
送
金
関
係
と
、
商
品
の
購
入
原
資
と
い
う
送
金
関
係
と
が
、
「
送
金
人
か
ら
振
出
人
へ
」
・
「
支
払
人
か
ら
受

取
人
へ
」
と
い
う
同
地
問
の
支
払
い
に
そ
れ
ぞ
れ
「
振
り
替
え
か
わ
」
さ
れ
て
い
る
様
子
が
よ
く
分
か
る
。
「
預
か
り
文
言
型
」
割
符
に
し
て

も
、
取
次
人
に
よ
る
割
符
の
地
方
へ
の
持
ち
出
し
、
す
な
わ
ち
「
地
方
へ
移
動
し
た
取
次
人
本
人
あ
て
の
送
金
」
が
な
け
れ
ば
、
割
符
が
地
方

へ
流
通
し
て
い
く
積
極
的
理
由
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
割
符
に
よ
る
送
金
と
し
て
は
、
地
方
か
ら
京
都
へ
の
年
貢
送
馬
の
み
が
注
目
さ

れ
て
き
た
が
、
商
人
に
よ
る
京
都
か
ら
地
方
へ
の
商
品
購
入
原
資
の
送
金
の
存
在
も
ま
た
重
要
だ
っ
た
。
双
方
の
送
金
関
係
が
同
時
に
存
在
し

た
か
ら
こ
そ
、
割
符
取
引
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
年
貢
送
進
の
た
め
に
割
符
と
交
換
さ
れ
た
現
銭
が
、
商
品
仕
入
れ
の
原
資
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
貢
納
に
も
と
つ
く
送
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金
が
割
符
取
引
を
通
じ
て
、
商
人
た
ち
に
と
っ
て
の
借
銭
手
段
に
変
換
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
割
符
が
盛
ん
に
発
行
さ
れ
た
十
四
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

紀
初
め
か
ら
十
五
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
京
都
と
地
方
と
の
間
で
物
価
に
大
き
な
格
差
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
物
価
格
差
に
由
来
す
る
流
通
上
の
利
益
を
、
在
京
の
荘
園
領
主
か
ら
年
貢
請
負
代
官
、
さ
ら
に
は
物
流
業
者
な
ど
、
荘
園
制
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
つ
く
年
貢
送
進
に
か
か
わ
る
各
層
が
我
が
物
に
し
ょ
う
と
活
動
し
て
い
た
様
子
が
、
清
水
克
行
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
為
替
文

言
型
」
割
符
を
発
行
し
た
遠
隔
地
商
人
た
ち
は
、
割
符
の
代
銭
で
購
入
し
た
商
品
を
京
都
に
運
ん
で
販
売
す
る
こ
と
で
、
都
鄙
間
の
物
価
格
差

を
利
用
し
て
、
割
符
を
決
済
し
て
も
あ
ま
り
あ
る
商
品
販
売
益
を
得
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
預
か
り
文
言
型
」
割
符
を
地
方
に
も
ち
こ
ん
だ
商

人
た
ち
も
、
同
様
に
し
て
割
符
の
入
手
費
用
を
ま
か
な
う
以
上
の
利
益
を
得
た
で
あ
ろ
う
。

　
桜
井
氏
は
割
符
取
引
が
年
貢
送
進
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
、
工
銭
納
の
普
及
に
割
符
の
普
及
が
拍
車
を
か
け
、
同
時
に
荘
園
の
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

物
が
商
品
化
さ
れ
る
傾
向
を
促
進
す
る
形
で
商
品
経
済
の
発
展
に
資
し
た
、
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
、
翻
符
が
商
品
経
済
に
与
え
た
影
響
は
、

単
純
な
商
人
の
借
銭
手
段
・
年
貢
の
送
金
手
段
と
し
て
の
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
割
符
取
引
は
十
四
世
紀
は
じ
め
の
荘
園
制
と
い
う
、
地
方

か
ら
大
消
費
地
京
都
む
け
に
大
量
の
商
品
が
常
に
流
通
し
て
い
く
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
を
前
提
と
す
る
状
況
の
中
で
発
生
し
た
。
そ
れ
は
荘
園

制
に
お
け
る
貢
納
に
基
づ
く
遠
隔
地
送
金
取
引
と
、
商
品
経
済
に
お
け
る
商
業
金
融
と
を
「
賃
納
物
の
代
銭
と
商
品
取
引
の
黒
黒
と
の
交
換
」

に
よ
っ
て
お
こ
な
う
こ
と
で
、
荘
園
制
貢
納
と
商
品
流
通
と
を
、
互
恵
的
に
つ
な
げ
る
役
割
を
は
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

①　
井
原
「
は
じ
め
に
扁
注
③
論
文
。

②　
桜
井
論
文
二
六
二
頁
。

③　
桜
井
論
文
二
五
九
頁
。

　
桜
井
論
文
二
穴
二
頁
。

④⑤　
宇
佐
見
「
は
じ
め
に
」
注
⑥
著
書
一
四
四
頁
。

⑥　
　
蝋
国
史
大
辞
典
』
「
問
丸
」
項
な
ど
。

⑦　
た
だ
し
、
（
史
料
2
）
の
よ
う
に
、
問
で
は
な
く
貢
納
関
係
者
が
自
ら
商
人
に

　
斡
旋
す
る
例
も
あ
り
、
割
符
は
必
ず
し
も
問
の
独
占
物
で
は
な
く
、
そ
の
し
く
み

　
が
理
解
で
き
れ
ば
誰
に
で
も
発
行
が
可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
割
符

　
が
借
銭
手
段
で
も
あ
る
以
上
、
そ
の
信
用
が
問
題
と
な
る
。
割
符
の
発
行
に
は
商

　
人
・
荘
宮
双
方
と
の
密
接
な
信
用
関
係
が
必
要
で
あ
る
以
上
、
や
は
り
問
に
発
行

　
さ
れ
る
例
が
一
般
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑧
綿
貫
友
子
「
中
世
後
期
東
国
に
お
け
る
流
通
の
展
開
と
地
域
社
会
」
（
同
明
中

　
世
東
国
の
太
平
洋
海
運
睡
東
京
大
学
出
版
会
、
　
～
九
九
八
年
。
初
出
一
九
九
四

　
年
）
。
一
一
八
⊥
ハ
百
ハ
。

⑨
佐
藤
泰
弘
門
借
上
の
予
備
的
考
察
」
（
『
甲
南
大
学
紀
要
文
学
編
』
一
；
蓉
万
、
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二
〇
〇
一
年
）
　
＝
一
九
頁
。

⑩
安
倍
論
文
七
〇
頁
。

⑪
安
倍
論
文
八
二
頁
。

⑫
百
瀬
今
朝
雄
「
室
町
時
代
に
お
け
る
米
価
表
一
東
寺
関
係
の
場
合
一
」

　
（
『
史
学
雑
誌
』
六
六
－
一
号
、
一
九
五
八
年
）
、
六
九
頁
。

　
桜
井
英
治
「
中
世
に
お
け
る
物
価
の
特
性
と
消
費
者
行
動
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博

　
物
館
川
研
究
報
焦
口
輪
　
～
一
＝
百
写
、
二
〇
〇
四
年
）
、
六
八
頁
。

⑬
清
水
克
行
「
荘
園
制
と
室
町
社
会
」
（
『
歴
史
学
研
究
瞼
七
九
四
号
、
二
〇
〇
四

　
年
）
、
五
三
頁
。

⑭
桜
井
「
は
じ
め
に
」
注
⑤
a
論
文
三
六
　
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
む
す
び
に
か
え
て

　
本
稿
で
は
割
符
取
引
の
し
く
み
の
説
明
に
あ
た
っ
て
図
解
を
多
用
し
た
が
、
こ
れ
は
多
様
な
割
符
流
通
の
、
信
用
も
ふ
く
め
た
実
態
す
べ
て

を
現
す
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
割
符
発
行
の
し
く
み
を
説
明
し
や
す
く
す
る
た
め
の
単
純
化
し
た
概
念
図
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
お
含

み
お
き
願
い
た
い
。

　
と
は
い
え
、
間
を
中
心
と
し
た
割
符
の
発
行
者
た
ち
が
、
な
ん
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
し
く
み
で
割
符
を
発
行
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う

割
符
取
引
の
本
質
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
の
部
分
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
う
。
割
符
は
「
送
金
関
係
の
交
換
」
に
よ
っ
て
発
行
さ

れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
送
金
関
係
す
な
わ
ち
「
債
権
債
務
関
係
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
本
稿
の
分
析
は
、
最
近
、
井
原
今
朝
男

①
　
　
　
　
　
　
　
②

氏
や
桜
井
英
治
氏
な
ど
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
、
中
世
に
お
け
る
債
権
流
通
の
一
端
を
示
す
こ
と
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。
も
と
も
と
割

符
は
桜
井
氏
に
よ
っ
て
中
世
に
お
け
る
債
権
流
通
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
本
稿
に
よ
り
、
そ
の
流
通
の
様
相
を
実
態
的
に
よ
り

詳
し
く
解
明
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
十
六
世
紀
後
半
に
お
け
る
割
符
取
引
の
衰
替
に
つ
い
て
、
割
符
発
行
の
し
く
み
と
い
う
観
点
か
ら
展
望
を
の
べ
た
い
。
割
符
が
十

六
世
紀
後
半
に
影
を
ひ
そ
め
た
理
由
に
つ
い
て
、
桜
井
氏
は
そ
れ
を
割
符
の
流
通
を
保
証
し
て
い
た
中
世
的
文
書
主
義
等
の
中
世
的
な
経
済
観

　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

念
の
変
化
に
求
め
、
宇
佐
見
氏
は
金
と
い
う
あ
ら
た
な
遠
隔
地
間
決
済
手
段
の
出
現
を
指
摘
し
、
早
島
氏
は
遠
隔
地
間
流
通
の
変
化
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

伊
勢
御
師
の
為
替
な
ど
に
形
態
が
変
わ
っ
て
流
通
し
て
い
た
、
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
為
替
の
し
く
み
か
ら
み
る
と
ど
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う
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
前
章
で
触
れ
た
、
割
符
取
引
が
利
益
を
生
む
要
因
で
あ
っ
た
、
都
鄙
間
の
価
格
差
の
問
題
が
あ
る
。
百
瀬
今
朝
雄
氏
に
よ
る
と
、
京
都

の
米
価
は
十
五
世
紀
中
葉
を
頂
点
と
し
て
低
落
傾
向
に
あ
り
、
十
六
世
紀
に
入
っ
て
さ
ら
に
下
落
し
て
、
以
後
固
定
化
す
る
傾
向
を
示
し
て
い

⑥る
。
こ
の
時
期
の
地
方
で
の
米
価
が
不
明
な
た
め
、
都
鄙
間
価
格
差
そ
れ
自
体
の
有
無
に
つ
い
て
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
京
都
物
価
の
下
落
傾

向
に
よ
り
、
割
符
が
も
た
ら
す
利
益
が
縮
小
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。
十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
の
割
符
取
引
の
極
端
な
消

長
は
、
経
済
観
念
や
決
済
手
段
、
遠
隔
地
問
流
通
の
変
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
「
も
う
か
る
う
ち
は
盛
ん
に
行
わ
れ
た
が
、
も
う
か
ら
な
く

な
る
と
自
然
に
廃
れ
た
」
と
い
う
よ
う
な
、
商
行
為
上
の
本
質
的
か
つ
単
純
な
理
由
で
説
明
で
き
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
割
符
取
引
の
し
く
み
上
、
「
京
都
か
ら
地
方
へ
」
と
い
う
商
品
経
済
に
基
づ
く
送
金
関
係
の
存
在
と
同
じ
く
、
「
地
方
か
ら
京
都
へ
」
と

い
う
荘
園
制
貢
納
に
基
づ
く
送
金
関
係
の
存
在
が
不
可
欠
だ
っ
た
こ
と
も
前
章
で
述
べ
た
。
割
符
取
引
に
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な

商
品
経
済
の
自
立
を
促
す
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
し
な
い
。
だ
が
そ
の
成
立
は
、
荘
園
制
に
基
づ
く
年
貢
送
進
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い

た
の
も
確
か
で
あ
る
。
商
品
経
済
と
荘
園
制
貢
納
、
こ
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
途
絶
し
な
い
ま
で
も
不
安
定
に
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
割
符
取
引

は
成
立
し
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
十
六
世
紀
後
半
と
い
う
時
期
の
、
商
品
経
済
・
荘
園
制
の
双
方
に
お
け
る
京
都
の
地
位
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
る
が
、
先
述
の

米
価
の
大
幅
な
下
落
も
ふ
く
め
、
十
五
世
紀
に
機
能
し
て
い
た
京
都
を
中
心
と
し
た
経
済
構
造
が
、
少
な
く
と
も
動
揺
し
て
い
た
、
と
い
う
点

に
つ
い
て
の
異
論
は
少
な
い
だ
ろ
う
。

　
割
符
取
引
が
そ
の
信
用
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
経
済
構
造
の
動
揺
が
割
符
取
引
の
衰
替
を
招
く
こ
と
は
十
分

想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
十
六
世
紀
末
の
割
符
取
引
の
衰
替
は
、
荘
園
制
と
い
う
当
時
の
経
済
構
造
そ
の
も
の
の
動
揺
を
示
し
て

い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
す
る
と
、
本
稿
で
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
、
割
符
の
流
通
と
信
用
と
い
う
論
点
の
重
要
性
は
大
き
い
と
い
え
る
。
割
符
の
定
額
化
と
紙
幣
的

73 （411）



性
格
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

①
井
原
今
朝
男
「
中
世
借
用
状
の
成
立
と
質
券
之
法
－
中
世
債
務
史
の
考
察

　
1
」
（
『
史
学
雑
誌
』
　
一
一
－
一
号
、
二
〇
〇
二
年
）
、
同
「
中
世
請
取
状
と

　
貸
借
関
係
」
（
糊
史
学
雑
誌
』
一
＝
ニ
ー
二
号
、
二
〇
〇
四
年
）
。

②
桜
井
「
は
じ
め
に
扁
注
⑤
d
論
文
、
六
三
頁
。

＠＠＠＠
桜
井
「
は
じ
め
に
」
注
⑤
a
論
文
、

宇
佐
見
込
回
文
二
四
六
百
ハ
。

早
島
論
文
｝
六
七
頁
。

百
瀬
前
章
注
⑬
論
文
、
六
九
頁
。

～
二
六
八
留
貝
。
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門
付
記
】

・
本
稿
は
平
成
十
五
年
度
か
ら
～
七
年
度
に
か
け
て
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
（
研
究
課
題
名
「
荘
園
制
に
お
け

る
替
（
か
わ
し
）
取
引
と
銭
貨
流
通
」
）
の
一
部
で
あ
る
。

・
ま
た
本
稿
は
、
二
〇
〇
三
年
十
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
日
本
史
研
究
会
中
世
史
部
会
報
告
の
～
部
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
ご
意
見
を
下
さ
っ
た
皆
様
に
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

・
本
稿
投
稿
後
、
辰
闘
芳
雄
「
年
貢
送
進
手
段
と
し
て
の
割
符
に
つ
い
て
一
i
裏
付
の
意
味
を
中
心
に
一
」
（
『
岡
山
朝
日
研
究
紀
要
』
二
七
号
、
二
〇
〇
六
年
）
が
発
表
さ
れ
た
。

残
念
乍
ら
そ
の
内
容
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
本
稿
と
同
様
に
、
過
去
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
史
料
1
・
3
）
を
も
と
に
割
符
の
し
く
み
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。



The　Mechanism　of　Sa血Draft（割符）：Exchange，　Distribution　and　Credit

by

ITo　Keisuke

　　Medieval　draft　transactioRs　（saifu　torihiki）　were　a　form　of　econornic　exchange．

Exchange　has　been　defined　as　the　act　of　transferring　a　cash　settlement　within　one

region　without　sending　a　cash　remittance　for　settiement　in　the　opposite　drection

between　distant　location，s．　Thus，　in　order　to　analyze　these　drafts，　jt　js　necessary　to

clar　ify　the　stmcture　of　the　transfers．　Despi£e　this　fact，　previous　studies　have　only

focused　on　the　movement　of　the　drafts　as　documents．　They　have　ignored　what　sort　of

remittances　they　were　and　how　they　were　transferred．　This　study　concentrates　on

those　previously　ignored　aspects　and　clari£ies　the　following　four　points．　First，　in

medieval　JapaR，　there　was　a　dernand　for　rernittances　to　be　seRt　from　the　Kyoto　to　the

outlying　regions　as　funds　to　stock　goods，　etc．　and　also　a　demand　for　remittances　to　be

sent　from　outlying　regions　to　Kyoto　based　on　the　payment　of　armual　tribute－tax　from

the　manor　system．　Draft　transactions　were　the　rnechartism　for　transferring　cash

settlements　within　a　region　by　drawing　or　settting　a　draf｛　for　these　two　types　of

distant　remittances．　Second，　the　wordmg　of　the　drafts　can　be　distingtiished　into　two

types；　one　using　the　word　deposit　（azukari）　and　the　other　using　a　word　for　remittance

（kawashi）．　ln　the　former　the　location　of　the　draftSng　and　the　payment　were　the　same，

but　in　the　latter　the　locabions　differed　and　were　removed　from　one　another．　Third，　the

draft　was　a　method　for　remitting　the　annual　tax　from　outlying　yegions　to　Kyoto，　a

method　of　remittance　of　funds　for　the　purchase　of　goods　from　Kyo£o　to　be　sent　to

outlying　regions　by　merchants　iR　distant　locations，　and　also　a　means　of　credit　in

outlying　regions．　Fourth，　it　was　the　merchants　who　issued　these　drafts．　They

obtained　funds　to　purchase　goods　in　regioRs　where　pyices　were　low　by　draft

transactions．　And　by　selting　goods　in　Kyoto　where　prices　were　high，　they　were　able

to　increase　their　profits．　The　following　conclusions　can　be　drawn　from　these　four

points．　Draft　transactions　were　transactions　interimked　with　exchange，　distribution，

and　credit．　The　role　played　by　cliraft　transactions　was　a　mutuaky　beneficial　linkage　of

the　tax　from　estates　and　the　distribution　of　goods　through　the　exchange　of

remlttances．
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